
学校名： 地区：

校長： 所属ﾎﾛ：

学区（ﾎﾛ）：

生徒数： 2,200人 ｷｬﾊﾟｼﾃｨ： 964人 設立年度： 1969年

教員数： 73人 職員数： 14+4人 設置学年： 1-10年

校舎数： 1 分校： なし ｸﾗｽ数： 54
教室数： 29+8
ｼﾌﾄ数： 2部制 いる

【就学状況】

1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 7学年 8学年 9学年 10学年

生徒数 185 210 210 185 255 260 242 248 152 120
ｸﾗｽ/担任数： 5 6 6 5 7 6 6 6 4 3
越境通学者： 27 8 2 1 76 78 72 74 45 36
退学者数： - - - - - - - - - -
留年者数： - - - - - - - - - -

1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 【新入生の入学年齢】

生徒数 1,925 1,986 2,001 2,030 2,047 6歳 7歳 8歳 9歳以上

ｸﾗｽ数： 52 52 52 53 54 25.4% 45.4% 29.2% -
教員数： 72 73 73 75 75

準備ｺｰｽ： 【進級・進学状況】

中学進級 100% 高校進級 70%
大学進学

【教員】 有資格 無資格 計

教員数： 73人 ｸﾗｽ担任： 54 54
女性教員： 64人 教科担任： 9 9 3人

男性教員： 9人 その他： 2-3倍

【特別クラス】

設置： あり 1ｸﾗｽ当り生徒数： 35人

選考方法： 回収状況： 100%
学費徴収額：

学費使途：

【学校運営維持管理】

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：

【通学状況】

生徒： 職員住宅： なし

教員： 学生寮： なし

通学状況：

平均5-10分、最大ﾊﾞｽで1時間（少数）、車通学の生徒も若干いる

委員長(1)、秘書(1)、会員

保護者会：

備考：

学区外通学（理由）： 18％（数学の特別ｸﾗｽ、教育の質・近隣校）

28,000Tg（小）、30,000Tg（中・高） 1. 数学 1-①、2-②、3-①、4-①、5-②、6-②、7-②、8-②
9-①、10-①

-

施設ﾒﾝﾃﾅﾝｽの実施状況：

年に3回

授業時間：

施設状況：

教科

入学制限：

設置状況：

1部：8:00-12:40 (1-⑤, 4-⑥, 7-⑥, 8-⑥, 9-④, 10-③)

3部：

21日間、3部の時間帯（17:00-19:00)
所属ﾎﾛの子どもを優先、申込順、所属ﾎﾛ以外の子どもを約30人

制限、数学の特別ｸﾗｽが人気がある

2003年度教員増員数：

規定授業ｺﾏ数をこなせているか？：

2部：13:00-18:00 (2-⑥, 3-⑤, 5-⑦, 6-⑥)

1教室当り生徒数： 42-43人

学校全体+各ｸﾗｽ

90%(9割が国立、残りが私立）

設置学年・ｸﾗｽ数

特別ｸﾗｽ教員の給与、生徒用教材

選抜試験実施

平均応募倍率：

あり（2002年設置）

・親が亡くなったり片親の家庭の生徒は学費免除
・2003年より教室不足のため特別ｸﾗｽ数を減らした

2
3

・教室不足によりﾛﾋﾞｰとｸﾛｰｸを教室として転用

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの頻度： 年に3-4回

近隣に居住（90％）、残りが遠くから通学（ﾊﾞｽで40分）、採用の際には近隣居住者を優先

学校運営委員会：

ﾒﾝﾊﾞｰ：

【清掃】
・清掃員5名が共用ｽﾍﾟｰｽを清掃

・毎日各ｼﾌﾄ終了後に清掃（但し1年生のみは迎えにきた保護者か清掃員）

・教室の清掃用具は保護者負担
【施設改修等】
・机・椅子の修理やﾍﾟﾝｷ塗りは毎年実施（状況に応じて）
・予算不足により追加として保護者より資金徴収（年間1人当り1,000-
2,000Tg）

・大規模な改修は実施していない（現時点では大規模な改修は必要ない）

役職：

9名：保護者(1)、教員(3)、生徒(1)、区役所(2)
市役所(2)

ﾊﾞﾔﾝｺﾞﾙ

Mr. Bold 14番ﾎﾛと15番ﾎﾛの間

14番ﾎﾛと15番ﾎﾛ

No. 40 School



【授業以外の施設利用状況】 【ﾉﾝ･ﾌｫｰﾏﾙ教育】

なし 生徒数：

実施主体： ｸﾗｽ数：

実施対象：

時間帯：

備考：

【援助履歴】

【周辺地域状況】

周辺校： 幼稚園： 3 未就学児童：

【生徒・教員ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ】

使用料は徴収していないが、物品
でお礼をもらうことはある

教員ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：

・日本草の根無償：男女用家庭科機材
・ｿﾛｽ基金：教員用ｾﾐﾅｰ実施、情報ｾﾝﾀｰ設置（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ・ｺ
ﾋﾟｰ機供与）、毎年300ドル分の書籍寄贈

・UNICEF：6歳児教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「子ども開発ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」として机

(20)、椅子(40）供与

・ｱｼﾞｱ開発銀行：理科用展示物

他ﾄﾞﾅｰ・NGOによる協力：

施設利用料の徴収：

・大会参加費、教員への賞品や賞金、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ、OHP、書籍等が

卒業生や保護者から寄贈される
・寄付金（約200万Tgくらい）も受けることがある

実施の有無：

・全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：3ヶ月に2回程度

・学科・学年別ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：週に1回（教授法等について）

・ｼﾌﾄ終了後か休憩時間、必要な場合には土曜に実施

-

生徒 教員

人口状況： 地方からの移動家族が多く増加傾向、団地に住んでいる親戚に
子どもを預けて学校に通わせるｹｰｽもある、将来ﾎﾛが拡大する
予定

治安： 比較的安全

ｱﾊﾟｰﾄ地域、生活ﾚﾍﾞﾙは中くらいである程度安定（公務員・会社員・物売りの
割合は同じくらい）

生活状況：

2. ﾄｲﾚ ・あまり使わない、我慢して家に帰る
・汚い　　・数不足で休憩時間では間に合わない
・ﾄﾞｱがないので友だちに見張ってもらって順番に使う
・なるべくきれいに使うので便利な洋式がよい（低学年）、生徒数
が多いのでｱｼﾞｱ式がよい（高学年）、ﾄﾞｱがあった方がよい

・生徒と共用
・衛生的なのでｱｼﾞｱ式がよい（但し洋式の方が便利）
・壁は必要だと思うが予算不足により実施できない

3.教員室 ・1つしかないが全員が入りきらない

・作業は家に持ち帰ってやっている（ゆっくり作業する時間と場
所が学校にはないから）
・教員室に棚がないため、教材等は教室に保管している

施設状況：
1. 教室

・教室は過密（1ｸﾗｽ44人）で狭く、3人掛け、中・高校生は特に体

が大きいので窮屈
・教室の中が息苦しい
・2部制なので授業後に補習ができない（土曜に実施）

・建物の老朽化（雨漏り、改修部分の崩れ）
・ｸﾛｰｸは教室のﾌｯｸを使用しているが、数が足りないので服を机
の中に入れたり、服を重ねてかけたりしている
・教室内の埃がひどく、冬には風邪をひきやすい
・ﾛﾋﾞｰが混雑しているので、休み時間はあまり教室外へは出ない
・教室内の埃と匂いがひどいので、休み時間は外に出るようにし
ている

・教室の過密は著しく、特に高校生は体が大きいのでｽﾍﾟｰｽ
が狭くて大変
・床が木造で多くの生徒が利用しているため傷みが激しい
・教員1人当りの生徒数が多く、個人に関わることができない

・ﾛﾋﾞｰを転用している教室では外部の音が授業の妨害になる
・大会等の準備を2部の授業終了後に行っているが、冬は暗く

なるので親が反対している

・道路を渡るときに事故に遭うことがある
・誰かにさらわれたりしないように注意しながら下校する
・こわいと感じることがある、特に遠くから通学している生徒は男
子生徒に送ってもらったりしている
・ｽﾄﾘｰﾄﾁﾙﾄﾞﾚﾝや酔っ払い等はいない

28番校（3分、12番ﾎﾛ）、47番校（10分、19番ﾎﾛ）

地域住民・企業による施設利用の有無：

・ﾎﾛの住民ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
・企業や会社のｽﾎﾟｰﾂ大会（体育館）

保護者・地域住民・企業等のｻﾎﾟｰﾄ：

・遅くなる時には親に迎えにくるよう促している
・保護者ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で時間割を説明
・道路に面しているので横断時に交通事故の危険
・ﾏﾝﾎｰﾙﾁﾙﾄﾞﾚﾝが子どもの鞄を取ったりすることがある（調査
前日にも教科書等を取られる事件が発生）

なし

未就学理由：

その他： ・特別ｸﾗｽの補習が土曜に行われることもある（必要に応じて） ・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室が狭い
・体育館に換気扇がないので息苦しい

通学状況： ・7番・10番・13番ﾎﾛに居住、通学時間は徒歩5-15分

・ﾁﾝｷﾞﾙﾃｲから（家の近くに教育ﾚﾍﾞﾙの高い学校がない、先生の
質が高い）
・同ﾎﾛに28番・1番・2番学校に通っている友達がいる（理由不

明）
治安：



学校名： 地区：

校長： 所属ﾎﾛ：

学区（ﾎﾛ）：

生徒数： 2,620人 ｷｬﾊﾟｼﾃｨ： 920人 設立年度： 1969年

教員数： 82人 職員数： 17人 設置学年： 1-10年

校舎数： 4 分校： なし ｸﾗｽ数： 65
教室数： 26+6
ｼﾌﾄ数： 3部制 いる

【就学状況】

1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 7学年 8学年 9学年 10学年

生徒数 285 260 261 265 298 284 340 286 165 165
ｸﾗｽ/担任数： 7 7 7 7 7 7 8 7 4 4
越境通学者： 12 7 5 9 11 13 14 8 7 13
退学者数： - 1 2 4 3 - - - - -
留年者数： - - - - - - - - - -

1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 【新入生の入学年齢】

生徒数 2,105 2,139 2,307 2,354 2,503 6歳 7歳 8歳 9歳以上

ｸﾗｽ数： 60 62 63 63 64 1.1% 31.2% 56.1% 11.6%
教員数 74 74 80 82 82

準備ｺｰｽ： 【進級・進学状況】

中学進級 100% 高校進級 53.5%
大学進学

【教員】 有資格 無資格 計

教員数： 82 ｸﾗｽ担任： 65 0 65
女性教員： 73 教科担任： 17 0 17 4人

男性教員： 9 その他： 0 0 1倍

【特別クラス】

設置： なし 1ｸﾗｽ当り生徒数：

選考方法： 回収状況：

学費徴収額：

【学校運営維持管理】

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：

【通学状況】

生徒： 職員住宅： なし

教員： 学生寮： なし

約4%（学区外であっても最近隣校）

90%（半数は国立大学、UB市内）

年に2回(あるいは必要に応じて適宜）

通学状況：

最大徒歩30分

平均応募倍率：

あり（2001年設立）

・2-3年以内に設置したいが、具体的な計画はない

・教室不足・過密により条件を満たすことができない
4
5

2

1･2番ﾎﾛ以外にも3･20番ﾎﾛで比較的近隣な地域からも通学している

施設ﾒﾝﾃﾅﾝｽの実施状況：

備考：

【清掃】
・清掃員5名が共用ｽﾍﾟｰｽを清掃    ・教室清掃は1年生以外の2部の生徒

・1年生はゴミ拾いのみ、保護者が手伝う

・清掃用具は配備されている（洗剤・石鹸は学校負担、雑巾は生徒負担）
【施設改修等】
・保護者から資金の一部を徴収して、教室内の改修（壁や床のﾍﾟﾝｷ・ｶﾞﾗｽ
の張替え等）を毎年実施
・大規模な改修は、2000年に配管の改修（教育予算600万Tg)

委員長(1)、秘書(1)、会員

保護者会：

役職：

9名： 保護者(1)、教員(6)、生徒(1)、区役所(1)

学校全体+各ｸﾗｽ

規定授業ｺﾏ数をこなせているか？：

2部：11:00-15:00 (2-②, 3-①）

1教室当り生徒数： 40-44人

・ﾛﾋﾞｰを6教室として転用

・2部の時間帯に、授業時間が短い小学校低学年の授業を入れ

教室を有効活用している

入学制限：

1部：8:00-12:25 (6-⑦, 8-⑦, 10-④, 1-①, 2-③, 3-④, 4-④）

1

学区外通学（理由）：

設置状況：

3部：13:00-17:30 (5-⑦, 7-⑧, 9-④, 1-⑥, 2-②, 3-②, 4-③）

45日間、3部の時間帯

所属ﾎﾛに関係なく10人ほど断った、優先条件は準備ｺｰｽの受講

者、入学試験は実施していない

2003年度教員増員数：

授業時間：

施設状況：

3

設置学年・ｸﾗｽ数

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの頻度： -

90％が学校周辺に居住、通学時間は最大ﾊﾞｽで1時間

教科

学費使途：

学校運営委員会：

ﾒﾝﾊﾞｰ：

ｿﾝｷﾞﾉﾊｲﾙﾊﾝ

Mr. Janchiv 1番ﾎﾛ

1番・2番ﾎﾛ

No. 42 School



【授業以外の施設利用状況】 【ﾉﾝ･ﾌｫｰﾏﾙ教育】

あり 生徒数： 20人

実施主体： ｸﾗｽ数： 1
実施対象：

時間帯：

備考：

【援助履歴】

【周辺地域状況】

周辺校： 幼稚園： 1 未就学児童：

【生徒・教員ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ】

保護者・地域住民・企業等のｻﾎﾟｰﾄ：

・ほとんどなし　　　・小さな物資提供（ｶｾｯﾄﾚｺｰﾀﾞｰ等）のみ ・ｿﾛｽ基金：英語の教科書（約200冊）

・不明（国際NGO）：生徒用椅子(120）・机(60)の供与

他ﾄﾞﾅｰ・NGOによる協力：

65番校（4-5km）

貧困・家庭状況・地方からの移動
家族に特に多い

生徒 教員

人口状況： 治安：地方からの移動家族による人口増加（特に1番ﾎﾛは空地が多い

ので急増、山の斜面に沿って北側へ急速にｹﾞﾙ地域が拡大）

・悪い（昨年小学生がﾚｲﾌﾟされた）

ｹﾞﾙ地域（ﾎﾛ全体）生活状況：

2. ﾄｲﾚ ・外にあるので冬は寒くて行けない
・数不足
・校舎内のﾄｲﾚも悪臭がひどくて使いたくない
・洋式ﾄｲﾚは汚くなるので、ｱｼﾞｱ式ﾄｲﾚがよい

・教員用ﾄｲﾚはなし、生徒と共用だがほとんど使わない
・2年前に区役所に申請して設置されたが、それまでは外で用

を足す生徒もいた
・扉がなく、柵があるだけなので1人ずつ待って使ったりする

・踏んで汚くすることのないようｱｼﾞｱ式ﾄｲﾚがよい
・ﾀﾝｸは上部に設置した方がよい（生徒が壊さないように）

3.教員室 ・大きな部屋を仕切って教頭室・教員室として利用
・毎日2-3ｸﾗｽ分のﾉｰﾄを持ち帰り、家で作業している

・教材は収納ｽﾍﾟｰｽがないので、ほとんど持ち歩いている
・ｸﾗｽ担任は生徒用ｸﾛｰｸを利用（教科担任は持ち歩く）

施設状況：
1. 教室

・1ｸﾗｽ40人　　　・狭い（過密）

・机・椅子不足により１つに3-4人掛け

・寒くてｺｰﾄを着たまま授業を受けることもある
・暗い（特にﾛﾋﾞｰを転用した教室）
・教室不足により外国語のｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸができない
・教室内のﾌｯｸ不足、重ねてかけている

・教室の過密により、授業時間内（40分）に生徒1人1人に関

わることができない
・生徒数が多く、空気が汚れて息苦しい
・机と椅子の不足（3人掛け）

・教室内のﾎｺﾘがひどく健康面に悪影響
・ﾎﾞｲﾗｰのｷｬﾊﾟが小さく、寒くて風邪や病気が流行りやすい

20-30人（男女ほぼ同数）

未就学理由：

通学状況： ・1番・2番・20番ﾎﾛから通学

・同ﾎﾛに19・65・38･3･45･12･52番校に通っている友人がいる

（42番校が教室不足・教育の質が低いから）

治安： ・帰宅時、怖いと感じる　　　・暗い　　・酔っ払いや野良犬
・下校時には鞄を取られないように注意している
・ﾊﾞｽが無料で乗せてくれないことがある
・雨で家に帰れない遠方通学者もいる（友だちの家に泊まる）

・大きな道路に面していないので交通事故等はない
・外灯がなく暗くて危ない
・1年生だけ親に出迎えをするように頼んでいる

その他： ・教室の清掃は毎日している

教員ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ： 実施の有無：

・定例ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：年に4回

・学科・学年別ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：1-2週間ごと

・１部と2部の間の時間帯

・大きめの教室あるいは図書室を利用

国会議員による資金援助

所属ﾎﾛの学校中退者と未就学児童（8～14歳）

毎日4時間

1年間、受講後普通教育に戻る生徒もいる

地域住民・企業による施設利用の有無：

・ﾎﾛの住民ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

施設利用料の徴収： -



学校名： 地区：

校長： 所属ﾎﾛ：

学区（ﾎﾛ）：

生徒数： 2200 ｷｬﾊﾟｼﾃｨ： ― 設立年度： 1980
教員数： 80 職員数： 28 設置学年： 1-10年

校舎数： 1 分校： なし ｸﾗｽ数： 56
教室数： 34+8

ｼﾌﾄ数： 2部制 いる

【就学状況】

1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 7学年 8学年 9学年 10学年

生徒数 236 218 201 236 275 268 231 219 171 143
ｸﾗｽ/担任数 5 5 5 6 7 7 6 6 5 4
越境通学者 16 18 12 21 17 19 22 29 21 23
退学者数： - - - - - - - - - -
留年者数： - - - - - - - - - -

1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 【新入生の入学年齢】

生徒数： 1,100 1,187 1,655 1,964 2,091 6歳 7歳 8歳 9歳以上

ｸﾗｽ数： 40 41 49 53 55 0.0% 38.9% 58.8% 2.2%
教員数： 52 54 61 70 77

準備ｺｰｽ： 【進級・進学状況】

中学進級 100% 高校進級 70%

大学進学

【教員】 有資格 無資格 計

教員数： 80 ｸﾗｽ担任： 56 0 56
女性教員： 70 教科担任： 24 0 24 10人

男性教員： 10 その他： 0 0 0 2倍

【特別クラス】

設置： あり 1ｸﾗｽ当り生徒数： 35人

選考方法： 回収状況： 100%
学費徴収額

【学校運営維持管理】

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：

【通学状況】

生徒： 職員住宅： なし

教員： 学生寮： なし

平均応募倍率：

2003年度教員増員数：

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの頻度：

8、10年　各1ｸﾗｽ

1　音楽 8年　1ｸﾗｽ　（5～8年は自動進級、4年に1度の募集
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2　化学

授業時間： 1部：8:00-13:00 (2-②, 3-①, 4-④, 7-⑥, 8-⑥, 9-⑤, 10-④)

施設状況： ・2部制で運営すれば、標準教室の数は足りている
・ﾛﾋﾞｰなどを普通教室に転用

ﾊﾞﾔﾝｽﾞﾙﾌ

2部：13:30-18:00 (1-⑤, 2-③, 3-④, 4-②, 5-⑦, 6-⑦)
3部：

No. 44 School

第16ﾎﾛ（半分）、第19ﾎﾛ

1教室当り生徒数： 45-50人

規定授業ｺﾏ数をこなせているか？：

第16ﾎﾛMr. ENKHBAT

学区外通学（理由）： 5％（特別ｸﾗｽなど）

年2回＋年4回

3　英語

1～10年　各1ｸﾗｽ

2、5～9年　各1ｸﾗｽ

40%は学校の近隣から通勤

4　数学

学校運営委員会： あり　（2000年設立） 施設ﾒﾝﾃﾅﾝｽの実施状況：

年2回

ﾒﾝﾊﾞｰ： 7名：保護者(1)、教員(4)、生徒（1）、区役所(1)

学費使途： 特別ｸﾗｽ教員の給与
設備

備考： ・1年生の数学の特別ｸﾗｽは120人が試験を受けて
37人が合格した

一ヶ月､春学期に実施

入学制限： ・普通ｸﾗｽの入学は必ず所属ﾎﾛの子どもを優先する。
・所属ﾎﾛ外の子どもは先着順で受け入れるが、教室不足のため
約60人の入学を断った

化学ｸﾗｽのみ30,000Tg（市教育局と委員会の決
定）

80%　（70%が国立大、殆ど市内）

設置状況：

選考試験実施 教科 設置学年・ｸﾗｽ数

保護者会： 学校全体＋各ｸﾗｽ

平均通学時間：15分、最大通学時間：90分

通学状況： 第16ﾎﾛは所属団地によって44番学校か53番学校のどちらかに決められている

【清掃】
・清掃員8名が共用ｽﾍﾟｰｽと1～3年生教室を清掃
・4年生以上の教室清掃は生徒が毎日2回実施
・教室の清掃用具は生徒の持ち寄り（その他の用具は学校の予算で賄う）
【施設改修等】
・各ｸﾗｽの改修は保護者が資金を調達し、実施
・教室外の改修は学校の予算で実施するが、慢性的に不足。企業の寄付を
募る。
・雨の後校舎が沈下するので、区役所に改修を要請したが、それほど大きな
問題なので自分達で解決するよう言われた。企業などから資金を調達中。
・年間30枚ほどの窓ｶﾞﾗｽの交換が必要

役職： 委員長(1)、秘書(1)、会員



【授業以外の施設利用状況】 【ﾉﾝ･ﾌｫｰﾏﾙ教育】

あり 生徒数： 28
実施主体： ｸﾗｽ数： 1
実施対象：

時間帯：

備考：

【援助履歴】

【周辺地域状況】

周辺校： 幼稚園： 3 未就学児童

【生徒・教員ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ】

地域住民・企業による施設利用の有無：

夏期のみ1ヶ月ｺｰｽ

生徒 教員

施設状況：
1. 教室

施設利用料の徴収： ―

人口状況： 第16ﾎﾛは人口変動はあまりないが、第19ﾎﾛは地
方からの流入が多く、人口増加激しい。

治安： ﾏｰｹｯﾄの近くなので、それほどよくない

なし

教員ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ： 実施の有無：

・全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：1ヶ月に3回、昼休みに実施
・教科別ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：毎週、授業後に実施
一番大きな教室を利用

区役所（教育ｾﾝﾀｰ）

7歳～13歳

終了後所属ﾎﾛの子どもは44番学校に編入する

保護者・地域住民・企業等のｻﾎﾟｰﾄ： 他ﾄﾞﾅｰ・NGOによる協力：

・創立記念日や祭りなどに物資援助をもらうことがある（例：TV、
ﾃｰﾌﾟ、絵、時計など）

・ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ（日本）：PC4台
・ADRA、ｿﾛｽ基金：教員研修

53番学校（隣400ｍ）、68番学校（1.2km/20分） 不明　（第19ﾎﾛのみ、第16ﾎﾛはなし）

生活状況： 第16ﾎﾛ---団地、軍人が多く生活ﾚﾍﾞﾙは中の下
第19ﾎﾛ---ｹﾞﾙ集落、車・乳製品のﾏｰｹｯﾄで働く人が多い、失業者も多い

未就学理由 ﾏｰｹｯﾄで荷物運びなどをして食費を
稼いでいる。殆どが男子。

･3人掛けなのできつい　・3人掛けのはじっこはﾉｰﾄがとりにくい
・教室内にはﾌｯｸがあったが、ｺｰﾄをかけすぎて落ちてしまった
・冬は寒くて窓が開けられず、教室内の空気が悪い。
・教室内の人数が多すぎる。いつも何となくざわざわしていて、
先生の声が聴き取りにくい
・暗くなると教室の黒板の板書が見えない

・過密で生徒一人一人に目が行き届かない

3.教員室 ･教員室あり。収容人数は約15人。あまり教員室は利用しない
・授業以外の時間はﾛﾋﾞｰで過ごしたり、自宅に戻ったり、自宅が
近い同僚の家にいたりする
・教科教員はｺｰﾄなどは教員室に保管するが、担任教員は教室
に私物や教材などを保管する

・教員用のﾄｲﾚ１つ。男女共有。
・教員は80名いるので、教員用ﾄｲﾚはいつも混んでいるのあまり
使わない
・生徒用ﾄｲﾚはｱｼﾞｱ式の方がいい（洋式の便座は汚いのでどう
せ座ることができない）
・教員用ﾄｲﾚは洋式がいい

2. ﾄｲﾚ ・男女共有なので見張りが必要
・利用人数も多く、汚いので使わないで我慢する。
・学校にいる間は水分をとらないようにして、のどが渇いても我
慢する
・ｱｼﾞｱ式のﾄｲﾚの方がいい（どうせ今も洋式便座の上に立って使
用しているから）
・手を洗う場所がない
・ｳｪｯﾄﾃｨｯｼｭを使うのはお金持ちの子だけ

その他： ・土曜日も補習や掃除、作業のために通勤することがある
・ｹﾞﾙ集落から来る子ども達は汚く、手も洗わないため、いつも風
邪をひいている
・ｹﾞﾙ集落の保護者はあまり学校に来ないため、教員も家族のこ
とをあまりよく知らないし、保護者も学校のことをよく知らない
・ｹﾞﾙ集落の子どもの方が授業の理解度が遅い（家で勉強を見
てもらわないため、教育水準の低い地方から移動してきたため）

通学状況： ・第16ﾎﾛ、19ﾎﾛからの通学者多数。その他第8ﾎﾛから
・同ﾎﾛから他校に行く生徒多数（14番学校、33番学校、68番学
校、51番学校など）。44番学校が過密なので、施設がもっと優れ
ている学校に通っている。

治安： ・酔っ払い、犬などが怖い。迎えは来ないので友達と帰る
・帰りが暗くなると保護者が迎えにくることもある
・ﾏﾝﾎｰﾙ・チルドレンもいて、ﾉｰﾄやお金をまきあげられたりす
る。



学校名： 地区：

校長： 所属ﾎﾛ：

学区（ﾎﾛ）：

生徒数： 3600 ｷｬﾊﾟｼﾃｨ： ― 設立年度： 1968
教員数： 90 職員数： 25 設置学年： 1-10年

校舎数： 1 分校： なし ｸﾗｽ数： 74
教室数： 31+4

ｼﾌﾄ数： 3部制の変形 いる

施設状況：

【就学状況】

1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 7学年 8学年 9学年 10学年

生徒数 400 377 345 321 407 466 410 376 237 251
ｸﾗｽ/担任数 8 7 7 7 9 9 9 8 5 5
越境通学者 38 34 31 18 35 45 41 37 54 32
退学者数： - - - - - - - - - -
留年者数： 1 1 1 2 - - - - - -

1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 【新入生の入学年齢】

生徒数： 2,486 2,666 2,837 3,051 3,231 6歳 7歳 8歳 9歳以上

ｸﾗｽ数： 58 61 63 65 66 1.3% 41.8% 52.5% 4.5%
教員数： 72 76 80 81 83

準備ｺｰｽ： 【進級・進学状況】

中学進級 100% 高校進級 75%
大学進学

【教員】 有資格 無資格 計

教員数： 90 ｸﾗｽ担任： 74 0 74
女性教員： 71 教科担任： 16 0 16 10人

男性教員： 19 その他： 90 0 90 5倍以上

【特別クラス】

設置： あり 1ｸﾗｽ当り生徒数： 45人

選考方法： 回収状況： 50%
学費徴収額

【学校運営維持管理】

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：

【通学状況】

生徒： 職員住宅： なし

教員： 学生寮： なし

数学の特別ｸﾗｽのうち、1､6、7年各１ｸﾗｽと5年2ｸﾗ
ｽが追加で外国語特別ｸﾗｽの対象となる

平均応募倍率：

2003年度教員増員数：

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの頻度：

7年　1ｸﾗｽ

1　体育 5年、6年　各1ｸﾗｽ
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2　美術

1部：8:00-12:30 (1-④, 2-①, 3-④, 4-①, 7-②, 8-⑧, 9-⑤, 10-⑤)

4部: 15:00-18:30 (2-②, 4-②)
5部: 16:00-19:30 (5-⑤)

一ヶ月（4月15日開始）

授業時間：

･極端な教室不足のため、空き教室を利用してｼﾌﾄを組んでいる
・ﾛﾋﾞｰなどを転用して教室として使用

ﾊﾞﾔﾝｽﾞﾙﾌ

2部：11:30-14:40 (1-④, 2-②, 3-②, 4-③)
3部：13:00-16:30 (2-②, 3-①, 4-①, 5-④, 6-⑨, 7-⑦)

No. 48 School

第1ﾎﾛ、第2ﾎﾛ

1教室当り生徒数： 50～65人

規定授業ｺﾏ数をこなせているか？：

第1ﾎﾛMr. Buttur Burbazar

学区外通学（理由）： 10％（特別ｸﾗｽ）

年4回

3　数学 5年4ｸﾗｽ､2･3･8･9年各2ｸﾗｽ､1･6･7年各3ｸﾗｽ、4・10年各1ｸﾗｽ

20％が近隣に住んでいる。残りはﾊﾞｽ通学（3回乗換えをする教員もいる）

4　外国語（露、英、日、独）

学校運営委員会： あり（2001年設立） 施設ﾒﾝﾃﾅﾝｽの実施状況：

年3回

ﾒﾝﾊﾞｰ： 11名：保護者(2)、教員(2)、生徒（2）、区役所(4）、

教頭(1)

学費使途： 特別ｸﾗｽ教員の給与
教材

備考：

入学制限： 教室不足のため、88人の入学を断った（所属ﾎﾛ含）

20,000Tg

100%、市内の国立大学が殆ど

設置状況：

選考試験実施 教科 設置学年・ｸﾗｽ数

保護者会： 全体＋各ｸﾗｽ

最大通学時間：ﾊﾞｽで40～60分

通学状況： ﾊﾞｽ通学の生徒も多い

【清掃】
・清掃員12名が共用ｽﾍﾟｰｽと1年生教室を清掃
・2年生以上の教室清掃は生徒が毎日2回実施
・教室の清掃用具は生徒負担（その他の用具は学校の予算で購入）
【施設改修等】
・各教室の修繕は保護者負担、教室外の修繕は学校の予算で実施
・保護者の熱意や財政状況によって、教室の状態に差が出る
・大規模修繕は市役所予算で配管の交換と屋根の張替えを実施（'02&'03)
 屋根の張替えに5000万Tg申請、実際におりたのは2500万Tg

役職： 委員長(1)、秘書(1)、会員



【授業以外の施設利用状況】 【ﾉﾝ･ﾌｫｰﾏﾙ教育】

あり 生徒数： 25
実施主体： ｸﾗｽ数： 1
実施対象：

時間帯：

備考：

【援助履歴】

【周辺地域状況】

周辺校： 幼稚園： 未就学児童

【生徒・教員ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ】

地域住民・企業による施設利用の有無：

15:00-18:00（毎日、4年間のｺｰｽ）

生徒 教員

施設状況：
1. 教室

施設利用料の徴収： ―

人口状況： ・第１ﾎﾛ-人口8000～9000人（5000世帯）、第2ﾎﾛ-
-人口2万人（5200世帯）
・地方からの流入で人口増加中(特にｹﾞﾙ集落の第
２ﾎﾛは急激に増加中）

治安： 悪い（ﾎｰﾑﾚｽ、酔っ払い、ﾏﾝﾎｰﾙ･ﾁﾙﾄﾞﾚﾝなど）
小学生は保護者が送り迎えをする事が多い

なし

教員ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ： 実施の有無：

ｲﾌﾚﾙｾﾝﾀｰ

12歳～16歳

普通教室(1)で実施

保護者・地域住民・企業等のｻﾎﾟｰﾄ： 他ﾄﾞﾅｰ・NGOによる協力：

なし

・卒業生の80％はｹﾞﾙ集落居住で貧しく、寄付できない
・企業などからの援助もなし

・ﾜｰﾙﾄﾞﾋﾞｼﾞｮﾝ：郊外の学校に対する教室改修（1教室＋体育館）
　　　　　　　　　30万Tｇ

33番校(500m/5,6分）、97番校（1km/20分) 第2ﾎﾛは多い（特に男子）

生活状況： ・第１ﾎﾛ---ｱﾊﾟｰﾄ。公務員/定年者。生活ﾚﾍﾞﾙは第２ﾎﾛより高い
・第2ﾎﾛ---ｹﾞﾙ集落。自営業。貧困家庭多い。
　　　　　　　ｺﾞﾐ拾いで生計立てる家庭(6）あり。

未就学理由 ・貧困
・家計を助けるための労働

･小学生のみｸﾛｰｸﾙｰﾑあり（間違いが多く、紛失しやすい）
・中学以上は教室内にﾌｯｸがないので、棚に置いたり、袋に入れ
て床においたりする。
・3人掛け、4人掛けのこともある
・3人掛けだと字がきれいに書きにくい
・空気が悪く、意識を失う生徒がいる

―

3.教員室 ･教員室２つ（小学校用と中高用）
・収容人数が非常に少ないので、あまり使えない
・ﾉｰﾄﾁｪｯｸなどの作業は家に持って帰り、教材や私物は教室で
保管する
・ｺｰﾄなどは各教室のﾌｯｸを生徒と共有する

・生徒用ﾄｲﾚを転用して、現在は教員/職員用ﾄｲﾚあり
・便器は４つあるが、ﾄﾞｱが無いため、一人ずつしか使えない
・生徒用ﾄｲﾚは維持管理をことを考えたらｱｼﾞｱ式の方がいい。生
徒は座れる洋式を好むかもしれないが、衛生上よくない
・教員用ﾄｲﾚは洋式がいい

2. ﾄｲﾚ ・汚い　　・男女別　　・いつも行列ができている
・きれいに使うよう心がけるので洋式ﾄｲﾚがいい（現存のｱｼﾞｱ式
ﾄｲﾚは汚い）（4年）
・ﾄｲﾚは新しいので他の学校よりきれい（8年生）
・ﾄﾞｱがないので恥ずかしくて入れない
・和式はしゃがみにくくて使いにくい

その他： ・ｸﾗﾌﾞ活動の時間がない
・外国語の特別ｸﾗｽは60人でｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ不可能
・体育の時間に体操着に着替える部屋がない

・現在キャパシティの4倍以上の生徒が通学している
・第２ﾎﾛではｺﾞﾐ拾いで生計をたてている6家庭の子どもが現在
48番学校に通学している
・48番学校の選択理由：所属ﾎﾛ、優秀な教員、よい特別ｸﾗｽと
安い学費

通学状況： ・通学時間：平均徒歩10～15分。
　遠い生徒はﾊﾞｽ通学で30～45分
・毎年1ｸﾗｽで3,4人が学年の途中で転校してくる

治安： ・酔っ払い、ﾏﾝﾎｰﾙ・チルドレンが怖い（ﾏﾝﾎｰﾙ・ﾁﾙﾄﾞﾚﾝは約10
人のｸﾞﾙｰﾌﾟで女の子もいる）

・ﾏﾝﾎｰﾙ･ﾁﾙﾄﾞﾚﾝ、ﾎｰﾑﾚｽ、酔っ払いが多いため治安はまりよく
ない



学校名： 地区：

校長： 所属ﾎﾛ：

学区（ﾎﾛ）：

生徒数： 2,155人 ｷｬﾊﾟｼﾃｨ： - 設立年度： 1972年

教員数： 68人 職員数： 19人 設置学年： 1-10年

校舎数： 1 分校： なし ｸﾗｽ数： 49
教室数： 25+1
ｼﾌﾄ数： 2部制 いる

【就学状況】

1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 7学年 8学年 9学年 10学年

生徒数 210 188 183 255 253 270 263 254 141 137
ｸﾗｽ/担任数： 5 4 4 6 5 5 6 6 3 3
越境通学者： 25 17 20 23 28 15 21 18 10 16
退学者数： - - - - - - - - - -
留年者数： - - - - - - - - - -

1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 【新入生の入学年齢】

生徒数 1,870 1,870 1,981 1,993 2,039 6歳 7歳 8歳 9歳以上

ｸﾗｽ数： 43 43 44 44 46 0% 22.9% 75.7% 1.4%
教員数： 63 63 64 64 66

準備ｺｰｽ： 【進級・進学状況】

中学進級 100% 高校進級 65-70%
大学進学

【教員】 有資格 無資格 計

教員数： 68人 ｸﾗｽ担任： 48 48
女性教員： 56人 教科担任： 20 20 3人

男性教員： 12人 その他： 5-6倍

【特別クラス】

設置： あり 1ｸﾗｽ当り生徒数： 35-40人

選考方法： 回収状況： 70%
学費徴収額：

【学校運営維持管理】

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：

【通学状況】

生徒： 職員住宅： なし

教員： 学生寮： なし

年に2回

通学状況：

平均10-15分、最大ﾊﾞｽで20-30分

平均応募倍率：

あり（2002年10月設置）

3割の生徒の学費は免除 4. ロシア語

5

委員長(1)、秘書(1)、会員

保護者会：

1. 数学

2. 化学 8-①
1-4年②ずつ、5-7年③ずつ、8-②、9-10年①ずつ

-

1-4年①ずつ、5-10年で①（合同）

施設ﾒﾝﾃﾅﾝｽの実施状況：

役職：

9名：保護者(1)、教員(3)、生徒(1)、区役所(2)
市役所(1)、教育省(1)

学校全体+各ｸﾗｽ

1部：8:00-12:45 (6-⑥, 7-⑦, 8-⑦, 9-③, 10-③）授業時間：

施設状況：

3. 英語

教科

学費使途： 特別ｸﾗｽ教員の給与（35％）

教材（65％）

規定授業ｺﾏ数をこなせているか？：

2部：13:00-17:30 (1-④, 2-④, 3-④, 4-⑤, 5-⑥)

1教室当り生徒数： 43人

選抜試験実施

・教室不足により大工の部屋を教室に転用して使用
・98年までは所属ﾎﾛ外部の生徒専用の特別ｸﾗｽがあったが、教

室不足により現在は廃止

25,000Tg（小）、30,000Tg（中）、38,000Tg（高）

入学制限：

設置状況：

3部：

1ヶ月間、3部の時間帯

28人の7歳児を入学制限（8歳児優先）、入学した7歳児は48人

2003年度教員増員数：

100%（うち70-80%が国立大学）

設置学年・ｸﾗｽ数

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの頻度： 年に2回

40％が学校近隣に居住、残りは遠くから通学（ﾊﾞｽで40分から1時間以上）

学校運営委員会：

ﾒﾝﾊﾞｰ：

備考： 1-①、2-①

【清掃】
・清掃員12名が共有ｽﾍﾟｰｽ（ﾛﾋﾞｰやﾄｲﾚ）を清掃

・教室清掃は授業終了後に低学年を含めて全員で実施
・清掃用具については教室のもののみ一部保護者負担
【施設改修等】
・教室内の軽微な修理（天井・床・ﾄﾞｱ・椅子・机）やﾍﾟﾝｷ塗りは保護者負担
・共有ｽﾍﾟｰｽの修理・ﾍﾟﾝｷ塗り・ｶﾞﾗｽ交換、備品交換（電球等）は予算
・2002年に配管工事（2,900万Tg)実施、床と屋根の改修（4,200万Tg）を申

請中

学区外通学（理由）： 20％（特別ｸﾗｽがあるから）

ﾊﾝｳｰﾙ

Mr. Batbayar 1番ﾎﾛ

1番ﾎﾛと2番ﾎﾛの半分

No. 52 School



【授業以外の施設利用状況】 【ﾉﾝ･ﾌｫｰﾏﾙ教育】

なし 生徒数：

実施主体： ｸﾗｽ数：

実施対象：

時間帯：

備考：

【援助履歴】

【周辺地域状況】

周辺校： 幼稚園： 3 未就学児童：

【生徒・教員ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ】

・ｱｼﾞｱ開発銀行（2002年）：2教室用椅子(80)・机(40)の供与

・ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ：ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ2台の供与

他ﾄﾞﾅｰ・NGOによる協力：

施設利用料の徴収：

18番校(外国語専門）、15番校、75番校（200m、2番ﾎﾛ)

地域住民・企業による施設利用の有無：

・ﾎﾛの住民ﾐｰﾃｨﾝｸﾞや選挙会場として
・近隣幼稚園の活動（主にﾎｰﾙや体育館）

保護者・地域住民・企業等のｻﾎﾟｰﾄ：

・30周年記念の際に寄付金を募り、施設改修（壁ﾍﾟﾝｷ・天井の剥

れ・床ﾀｲﾙ張り・黒板・教員室改修）を実施

教員ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ： 実施の有無：

・全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：必要に応じて2週間に1回程度

・学科別・学年別ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：毎週
・活動計画や結果、学期のまとめ等を行う

但し、地方流入家族で住民登録をし
ていない子どもの実態が不明瞭

生徒 教員

人口状況： 外部からの移動が増えている、流動的、ｱﾊﾟｰﾄの建設増加 治安： ・なるべく冬は早く帰宅させるようにしている
・低学年（1-2年生）の親には迎えを頼んでいる

ｱﾊﾟｰﾄ地域（ｹﾞﾙ地域なし）、生活ﾚﾍﾞﾙは中ﾚﾍﾞﾙ（多くが民営工場か自営業）生活状況：

2. ﾄｲﾚ ・壊れているものもあり、汚いので生徒はあまり使いたがらない
（生徒が並んでいることはあまりない）
・手や顔を洗う目的で使用することの方が多い
・きれいであればｱｼﾞｱ式・洋式でもどちらでもよい、ｱｼﾞｱ式の方
が汚くなる

･教員用ﾄｲﾚなし、生徒用を利用（授業中か長い休憩時間に使
うようにしている）
・扉がないので他の人に見張ってもらって使う
・人がたくさん使うので洋式より和式が望ましい（教員用は男
女別で洋式）

3.教員室 ・1つしかないので、教員が交代で使う

・作業が間に合わない時は家に持ち帰る
・洋服ﾀﾝｽあり
・教材は教室か教員室に保管

施設状況：
1. 教室

・1ｸﾗｽ45-46人、狭くて3人掛けの時もある

・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸの部屋がないため、休講になることもある
・大会の準備や補習のための教室がないため、使っている教室
の後ろで静かに作業・学習することもある
・2部制で授業が遅く終わるので、授業後に補習ができない（先

生には早く帰宅するように言われている）
・教室内のﾌｯｸ不足により服を重ねてかけている
・休み時間はほとんど教室にいる

・教室の過密が著しく、施設への負担も大きい（雨漏りや床が
緩んでいる等）
・教室の過密により教員の負担も大きい
・教室不足により外国語のｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸが実施できない
・特別ｸﾗｽの生徒は学費を払っているため、1ｸﾗｽ当り生徒数

を抑えて少人数制にしてほしいという要望が親からあがってい
る
・窓ｶﾞﾗｽは外部の影響や掃除時に割れることはあるが、わざ
と割ることはない

なし

未就学理由：

していない

その他： ・学校周辺には新しいｱﾊﾟｰﾄができてきており、生徒数が増加

通学状況： ・第1ﾎﾛから5-10分で通学（最近隣校）、所属ﾎﾛ外からはﾊﾞｽで

20分程度

・ｸﾗｽでは所属ﾎﾛ在住が約6割

・同ﾎﾛで75番・18番校に通っている友だちがいる

治安： ・特に女子は怖いと思う（催涙ｽﾌﾟﾚｰを持っている生徒もいる）
・ｹﾞﾙ地域からの通学はさらに大変
・遅くなる時には親に迎えにきてもらうようにしている

・なるべく近くのﾊﾞｽ停まで子どもたちを送ったりしている
・低学年の親にはなるべく迎えにくるように話している
・子どもたちには危ない目に遭わないように注意をしている
・ﾎｰﾑﾚｽやﾏﾝﾎｰﾙﾁﾙﾄﾞﾚﾝがいる



学校名： 地区：

校長： 所属ﾎﾛ：

学区（ﾎﾛ）：

生徒数： 615 ｷｬﾊﾟｼﾃｨ： 180 設立年度： 1975
教員数： 15 職員数： 9 設置学年： 1-5年

校舎数： 2 分校： なし ｸﾗｽ数： 15
教室数：

ｼﾌﾄ数： 3部制 いない

【就学状況】

1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 7学年 8学年 9学年 10学年

生徒数 125 120 97 128 130 - - - - -
ｸﾗｽ/担任数 3 3 3 3 3 - - - - -
越境通学者 10 9 11 7 15 - - - - -
退学者数： - - - - - - - - - -
留年者数： - - - - - - - - - -

1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 【新入生の入学年齢】

生徒数： 480 480 495 510 560 6歳 7歳 8歳 9歳以上

ｸﾗｽ数： 14 14 14 14 14 4.8% 32.0% 56.0% 7.2%
教員数： 14 14 14 14 15

準備ｺｰｽ： 【進級・進学状況】

中学進級 ― 高校進級 ー

大学進学

【教員】 有資格 無資格 計

教員数： 15 ｸﾗｽ担任： 15 0 15
女性教員： 14 教科担任： 0 0 0 2

男性教員： 1 その他： 0 0 0 4-5倍

【特別クラス】

設置： なし 1ｸﾗｽ当り生徒数： －

選考方法： 回収状況： －

学費徴収額

【学校運営維持管理】

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：

【通学状況】

生徒： 職員住宅： なし

教員： 学生寮： なし

平均応募倍率：

2003年度教員増員数：

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの頻度：

1

5

2

授業時間： 1部：8:00-10:55 (2-③, 4-③)

施設状況： ・住宅用に建てられた建物を校舎として使用している
・生徒は5年を修了すると、主に57番学校へ転校
・3部制のため、今年から体育の授業が全く実施できなくなった
・1998年から2001年の間は57番学校とあわせてｺﾝﾌﾟﾚｯｸｽｽｸｰﾙ
だった（57番学校舎は1-10年生を受け入れ、61番学校舎は1-4
年せいのみ受け入れていた）

ﾁﾝｹﾞﾙﾃｲ

2部：11:20-14:15 (1-③, 2-③)
3部： 14:30-18:40 (5-③）

No. 61 School

第12ﾎﾛ

1教室当り生徒数： 40～45人

規定授業ｺﾏ数をこなせているか？：

第12ﾎﾛMr. MAAMKHUU

学区外通学（理由）： 5%

年2回

3

70%の教員が近隣に居住。一番遠い教員で徒歩40分。

4

学校運営委員会： あり　（2002年春設立） 施設ﾒﾝﾃﾅﾝｽの実施状況：

年4回

ﾒﾝﾊﾞｰ： 9名：保護者(1)、教員(1)、生徒（1）、区役所(1）、校

長(1)、教育省(1)、市教育局(2)、卒業生(1)

学費使途： －

備考： 来年度から数学、外国語の特別ｸﾗｽを全学年に設
置予定。さらに増設すれば職業訓練もしたい。

3ヶ月（3月～）

入学制限： 30人の入学を断り、内18人は所属ﾎﾛの生徒。
断った理由：準備ｺｰｽに通わず母音を理解できない、施設不足

－

―

設置状況：

－ 教科 設置学年・ｸﾗｽ数

保護者会： 全体

平均通学時間：10～15分。最大通学時間：徒歩40分

通学状況： 所属の第12ﾎﾛからは17番学校、39番学校、57番学校にも行っている。

【清掃】
・清掃員2名が教室を含めて全ての箇所を掃除する
・清掃用具は学校予算から出しているが、不足気味なので保護者や清掃員
からの持ち寄りなどの支援を受けている
【施設改修等】
・100万Tg申請し、60万Tｇの予算がおりた→壁のﾍﾟﾝｷ塗り替え、家具修理、ｽ
ﾄｰﾌﾞの修理など
・どうしても保護者からの支援が必要な場合、1人500Tｇ徴収している

役職： 委員長(1)、秘書(1)、会員



【授業以外の施設利用状況】 【ﾉﾝ･ﾌｫｰﾏﾙ教育】

去年まで 生徒数： 25人

実施主体： ｸﾗｽ数： 2
実施対象：

時間帯：

備考：

【援助履歴】

【周辺地域状況】

周辺校： 幼稚園： 0 未就学児童

【生徒・教員ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ】

地域住民・企業による施設利用の有無：

13:00-16:00 (2部ｼﾌﾄと同じ時間帯)

生徒 教員

施設状況：
1. 教室

施設利用料の徴収： －

人口状況： 地方からの流入が多い 治安： ･事件などはないので、それほど悪くない
・近くに企業などもなく、盗まれるものもない

なし

教員ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ： 実施の有無：

・全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：年4回
・学年別ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：毎週、授業後または土日に実施

学校

8～15歳の未就学児童、今年は普通ｸﾗｽに編入済

今年は教室不足で実施できない、

保護者・地域住民・企業等のｻﾎﾟｰﾄ： 他ﾄﾞﾅｰ・NGOによる協力：

外部からの援助は殆どない なし

17番校(30分）、57番校（30分）、39番校 不明（男子の方が多い）

生活状況： ｹﾞﾙ集落で失業率は90％ちかく（肉体労働やモノを売って生活） 未就学理由 ・近くの市場での肉体労働

・3人掛けだけどそれほど狭くない
・１ｸﾗｽ35～45人
・冬もそんなに寒くない
・柱がじゃまで黒板がよく見えない列がある
・冬はホコリと煙がひどい

・ｽﾄｰﾌﾞの煙で教室内がよく見えず、授業が実施できないことが
ある
・教室があたたまるまでに時間がかかる

3.教員室 ・教員室は教頭室と共有
・3部制でいつも教室では授業が行われているので、ﾉｰﾄﾁｪｯｸな
どの作業は家に持ち帰って行う。
・教室内に棚があり、そこに私物や教材、ﾉｰﾄなどを保管
・教室内のﾌｯｸを生徒と共有し、ｺｰﾄなどをかけている

・教員は外のﾄｲﾚを生徒と共有する
・なるべく我慢して使わないようにしている
・生徒用ﾄｲﾚはｱｼﾞｱ式、教員用ﾄｲﾚは洋式がいいと思う

2. ﾄｲﾚ ・屋外のﾄｲﾚ８つ（男女別、ちゃんとしたﾄﾞｱ無し）
・使用しているし、特に不足してない
・外のﾄｲﾚなので、冬はｺｰﾄを着て使用する
・座れるから洋式の方がいい
・手を洗うところがなく、教室内に手桶とせっけんがある

その他： ・他の学校の施設がうらやましい
・61番学校が大好き（理由：先生が優しいから、生徒のことをよく
みてくれるから）
・5年生以上も同じ学校で勉強を続けたい

・体育館、会議ﾎｰﾙなどがないので、子どもの文化的・身体的発
達が遅れている
・3部制になったので、今年から体育は時間割からなくなった
・施設は全て老朽化している
・5年のあと生徒はこのままこの学校にいたいという希望があ
る。慣れていない他校に移るのは大変だし、ﾊﾞｽもないので長距
離歩いて他の学校に通わなくてはいけない
・水道がないので、教員と生徒は水を持参する

通学状況： ･通学時間：全員徒歩で5～10分
・同ﾎﾛから5番校、39番校に行く生徒あり（教育の質がいい、10
年制の学校だから、体育館があるから）

治安： ・酔っ払い、野良犬が怖い。
・遅くなったら親、兄弟に迎えに来てもらう
・新入生は道迷いやすい

・食糧市場が近いので危ない。
・特にレイプの危険があるので、女子にとっては危ない
・市場で遅くまで働いているので、迎えに来られない保護者も多
い



学校名： 地区：

校長： 所属ﾎﾛ：

学区（ﾎﾛ）：

生徒数： 1285 ｷｬﾊﾟｼﾃｨ： 440 設立年度： 1977

教員数： 56 職員数： 22 設置学年： 1-10年

校舎数： 1 分校： なし ｸﾗｽ数： 35
教室数： 14+4

ｼﾌﾄ数： 3&2 いる

【就学状況】

1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 7学年 8学年 9学年 10学年

生徒数 150 140 128 129 142 121 139 114 108 113
ｸﾗｽ/担任数 5 4 3 3 4 3 4 3 3 3
越境通学者 2 1 3 3 4 2 3 0 3 0
退学者数： - - - - - - - - - -
留年者数： 6 6 1 8 5 6 7 - - -

1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 【新入生の入学年齢】

生徒数： 770 884 1,013 1,153 1,284 6歳 7歳 8歳 9歳以上

ｸﾗｽ数： 26 28 30 32 35 1.3% 30.0% 53.3% 15.3%
教員数： 35 39 45 50 56

準備ｺｰｽ： 【進級・進学状況】

中学進級 100% 高校進級 70%
大学進学

【教員】 有資格 無資格 計

教員数： 56 ｸﾗｽ担任： 35 0 35
女性教員： 51 教科担任： 20 1 21 5名

男性教員： 5 その他： 0 0 0 ―

【特別クラス】

設置： あり 1ｸﾗｽ当り生徒数： 30人

選考方法： 回収状況： 82%
学費徴収額

【学校運営維持管理】

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：

【通学状況】

生徒： 職員住宅： なし

教員： 学生寮： なし

平均応募倍率：

2003年度教員増員数：

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの頻度：

1　数学 1～3年、7年　各１ｸﾗｽ　

5

2

授業時間： 1部：8:00-11:40 (1-②, 3-②, 4-③)
2部：11:45-15:25 (1-③, 2-②, 3-①）

3部：15:30-19:30 (2-②, 4-①）

施設状況： ・小学生は3部制、中高生は2部制
・ﾛﾋﾞｰ、家庭科室などを教室に転用
・90番校（4年制、生徒数：50人）が分校になる計画あり

ﾊﾞﾔﾝｽﾞﾙﾌ

1部：8:00-12:30 (8-③,  9-③, 10-③)
2部：13:00-18:30 (5-④, 6-③, 7-④)

No. 68 School

第8ﾎﾛ、第10ﾎﾛ、第12ﾎﾛ（各50％）

1教室当り生徒数： ―

規定授業ｺﾏ数をこなせているか？：

第8ﾎﾛMs. SUVDAA

学区外通学（理由）： 10％（特別ｸﾗｽ、教育の質が高いから）

―

3

ｹﾞﾙ集落の居住者多い。一番遠い教員は市の東側からﾊﾞｽを二本乗り継いで通勤する

4

学校運営委員会： あり　（2000年設立） 施設ﾒﾝﾃﾅﾝｽの実施状況：

年2回

ﾒﾝﾊﾞｰ： 9名：保護者(2)、教員(2)、生徒（1）、区役所(3）、市

教育局(1)

学費使途： 特別ｸﾗｽ教員の給与
教材

備考： ・数学の特別ｸﾗｽには追加で英語とｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰの授
業もある  ･学費は分割払い可能

あり

入学制限： ・入りきらない時は隣の53番校に行ってもらう
・余裕があった時、学区外からの生徒を受け入れる

29,500Tg（小）､35,000Tg (中高）

50%（貧困のため進学できない生徒多数）

設置状況：

選考試験実施 教科 設置学年・ｸﾗｽ数

保護者会： 全体＋各ｸﾗｽ

学区内だと徒歩で遠くても15分くらい

通学状況：
・第8ﾎﾛは92番校(50%)と68番校(50%)　・第10ﾎﾛは68番校に半分。
・第12ﾎﾛは半分が27番校、半分が68番校に行く。

【清掃】
・清掃員5名が共用ｽﾍﾟｰｽを清掃
・教室清掃は生徒が毎日各ｼﾌﾄ終了後に実施
・教室の清掃用具は保護者から徴収（その他の用具は学校の予算で賄う）
【施設改修等】
・校長が着任前は水の配管もﾄｲﾚもなかったが、近くの井戸から引き込んだ
・家庭科用の木造建物は全く使用されていない。改修予算の目途立たない

役職： 委員長(1)、秘書(1)、会員



【授業以外の施設利用状況】 【ﾉﾝ･ﾌｫｰﾏﾙ教育】

去年まで 生徒数： ―

実施主体： ｸﾗｽ数： ―

実施対象：

時間帯：

備考：

【援助履歴】

【周辺地域状況】

周辺校： 幼稚園： 1 未就学児童

【生徒・教員ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ】

地域住民・企業による施設利用の有無：

―

生徒 教員

施設状況：
1. 教室

施設利用料の徴収： ―

人口状況： 地方からの流入（親族が地方からたくさん出てくる）
3つともｹﾞﾙ集落で町のはずれにあるので人口急増

治安： ・それほどよくない
・保護者の半分は迎えに来る

なし

教員ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ： 実施の有無：

全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：毎月、授業終了後に実施
学年別：２週間に1回

ﾜｰﾙﾄﾞﾋﾞｼﾞｮﾝ、ADRA

―

今年は教室不足で開けない

保護者・地域住民・企業等のｻﾎﾟｰﾄ： 他ﾄﾞﾅｰ・NGOによる協力：

・区から選ばれた国会議員：100万Tｇでﾄｲﾚと配管の改修 ・日本の学校と姉妹校になり、服、ﾉｰﾄ、鉛筆などをもらった
・現在ﾜｰﾙﾄﾞﾋﾞｼﾞｮﾝに木造施設の改修申請中（予算400万Tｇ）
　今年中に実施されるか決定

92番校（約１ｋｍ）、53番校（800m) ―

生活状況： ･軍事地帯に属しているので、軍人の家庭が多い
・生活ﾚﾍﾞﾙが低い　・軍人は定年が早く、失業者も多い

未就学理由 ―

･ｽﾍﾟｰｽがなくてﾌｯｸがつけられないため、ｺｰﾄなどは椅子の背に
かけている
・生徒が増えていて、3人掛け多い
・椅子が足りなくて、立って授業を受ける生徒がいる
・3人掛けだとﾉｰﾄをとるのが難しい

・教室は過密　　　・3人掛け
・今年はｸﾗｽを増設してもまだ過密の状態
･電気設備がよくないため、夜は暗くて大変
・教室の暗さは生徒の視力にも悪影響を与えている
・窓がない教室がある
・以前はｸﾛｰｸﾙｰﾑがあったが、今は教室として使用している
・背の低い生徒は立って授業を受ける
・試験の時はｽﾍﾟｰｽが足りなくて、廊下で受ける生徒もいる

3.教員室 ・小さい
・授業の準備などは教員室ですることはできないので、自宅で
する

･教員用ﾄｲﾚなし。生徒と共有。
・生徒用ﾄｲﾚはｱｼﾞｱ式の方がいい（ｹﾞﾙ集落の子どもたちは洋式
トイレに慣れていないため、上に乗って踏んだりするため便座が
すぐにわれてしまう）

2. ﾄｲﾚ ・休憩時間が短く、利用人数が多いので、ほとんど使用できない

その他： ・体育館は小さすぎる。ﾊﾞｽｹなどは待ち時間ばっかり。
・春と秋は屋外で体育の授業を受けるが、ｺﾞｰﾙﾎﾟｽﾄが盗まれて
設備が何もない
・本計画1次対象校（92番校）が近くにある。近くまで見に行った
らすごくきれいだったので転校したいと思った（だけど今の学校
に慣れているから転校はしなかった）

・体育館は狭いので、よく骨折などの事故がおこる
・体育館は換気扇がないので、空気が悪い
・体育の時間に体操着を着替える場所がない
・もし68番校に新校舎ができたら他校から移ってくる生徒がいる
はず。転校するためには両親の推薦をうけたうえで、試験をうけ
てもらう（校長）

通学状況： ・普通ｸﾗｽは殆どが学区内からの通学（68番校が一番家から近
いので通っている）
・通学時間：徒歩10～15分、最大通学時間：ﾊﾞｽ20分（学区外通
学）
・住んでいるﾎﾛに未就学児童いる

治安： ・３部制だと帰り道怖い（ｹﾞﾙ集落は野良犬が多い）
・冬は保護者に迎えにきてもらう（3年生）

―



学校名： 地区：

校長： 所属ﾎﾛ：

学区（ﾎﾛ）：

生徒数： 1404 ｷｬﾊﾟｼﾃｨ： 480 設立年度： 1953

教員数： 56 職員数： 14 設置学年： 1-10年

校舎数： 1 分校： なし ｸﾗｽ数： 39
教室数： 15
ｼﾌﾄ数： ３＆２部制 いる

【就学状況】

1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 7学年 8学年 9学年 10学年

生徒数 133 158 119 115 154 161 171 175 105 113
ｸﾗｽ/担任数 4 4 4 4 4 4 4 5 3 3
越境通学者 9 7 8 5 5 4 7 3 1 1
退学者数： - - 1 - - 2 - - - -
留年者数： - - - - - - - - - -

1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 【新入生の入学年齢】

生徒数： 1,184 1,289 1,384 1,405 1,415 6歳 7歳 8歳 9歳以上

ｸﾗｽ数： 35 36 38 38 39 4.5% 39.8% 52.6% 3.0%
教員数： 47 49 52 55 56

準備ｺｰｽ： 【進級・進学状況】

中学進級 100% 高校進級 70%
大学進学

【教員】 有資格 無資格 計

教員数： 56 ｸﾗｽ担任： 39 0 39
女性教員： 45 教科担任： 17 0 17 0人

男性教員： 11 その他： 0 0 0 　―

【特別クラス】

設置： あり 1ｸﾗｽ当り生徒数： 25-30人

選考方法： 回収状況： 100%
学費徴収額

【学校運営維持管理】

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：

【通学状況】

生徒： 職員住宅： なし

教員： 学生寮： あり

平均応募倍率：

2003年度教員増員数：

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの頻度：

8、10年　各１ｸﾗｽ

1　数学 1-10年　各１ｸﾗｽ

5

2　体育

授業時間： 1部：8:00-11:40 (2-②, 4-④)
2部：11:45-15:25 (1-④, 2-②, 3-①）

3部：15:30-19:30 (3-③）

施設状況： ・元はロシアの鉄道会社の子どものためにつくられたが、1998年
から地域の子どもの受け入れが始まった
・1-4年は3部制、5年以上は2部制
・教室が足りないので、寮で授業を実施

ﾊﾞﾔﾝｺﾞﾙ

1部：8:00-12:30 (7-①, 8-⑤, 9-③, 10-③)
2部：13:00-17:30 (5-④, 6-④, 7-③, 2-①)

No. 73 School

第1ﾎﾛ（１部）、第3ﾎﾛ

1教室当り生徒数： ―

規定授業ｺﾏ数をこなせているか？：

第3ﾎﾛMr. Dorgotov

学区外通学（理由）： いない

―

3

60%が第3ﾎﾛに居住

4

学校運営委員会： あり　（2002年改称） 施設ﾒﾝﾃﾅﾝｽの実施状況：

年2回

ﾒﾝﾊﾞｰ： 9名：保護者(2)、教員(1)、生徒（1）、区役所＆市役

所(4）、職員(1)

学費使途： 特別ｸﾗｽ教員の給与（20%）
設備・教材
大会参加費、ｺﾋﾟｰ代など

備考： ・自動的に進級するわけではなく、生徒の入れ替え
あり

―

入学制限： ・収容力が小さく過密なので、学区外の生徒の入学は断ってい
る

20,000Tg～ 40,000Tg（学年によって異なる）

90%　（国立の大学への進学が多い）

設置状況：

選考試験実施 教科 設置学年・ｸﾗｽ数

保護者会： 全体＋各ｸﾗｽ

平均通学時間：10～15分

通学状況： 寮生240人（国鉄従業員の子ども）

【清掃】
・清掃員が共用ｽﾍﾟｰｽを清掃
・教室清掃は生徒が毎日2回実施+週末大掃除
・教室の清掃用具は生徒の持ち寄り
【施設改修等】役職： 委員長(1)、秘書(1)、会員



【授業以外の施設利用状況】 【ﾉﾝ･ﾌｫｰﾏﾙ教育】

なし 生徒数： ―

実施主体： ｸﾗｽ数： ―

実施対象：

時間帯：

備考：

【援助履歴】

【周辺地域状況】

周辺校： 幼稚園： 2 未就学児童

【生徒・教員ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ】

地域住民・企業による施設利用の有無：

―

生徒 教員

施設状況：
1. 教室

施設利用料の徴収： ―

人口状況： ･ｹﾞﾙ集落ほどではないが増加傾向
・第１ﾎﾛで新しい1080世帯用のｱパーﾄできる予定
（うち3分の1の子が73番校に通学する予定）
・20番校、40番校の周りにもｱﾊﾟｰﾄの建設がすすめ
られ、完成後は人口が増えて第3ﾎﾛからの生徒を
受け入れてくらなくなるかもしれない

治安： 駅、ﾊﾞｽ停、食品市場から近く、泥棒や酔っ払いが多いので治安
はそれほどよくない

なし

教員ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ： 実施の有無：

― ―

―

―

保護者・地域住民・企業等のｻﾎﾟｰﾄ： 他ﾄﾞﾅｰ・NGOによる協力：

・国鉄：寮生の食事などに対する援助
・その他：物資援助（工事用のﾍﾟﾝｷ、大会に優勝した生徒への
賞品など）

・ADRA：貧困家庭の生徒に対する服・食事などの援助
・韓国の病院：ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ数台
・日本・：ノートなど

6番学校（800m/別の地区）、20番学校（1400ｍ） 約20人（うち女子は3～4人）

生活状況： ・ｱﾊﾟｰﾄで中小企業が約170ある 未就学理由 ・貧困でﾉｰﾄ、鉛筆、服などを買うお金
がない　・精神障害

･一時は教室が足りなくてﾛﾋﾞｰで授業をした
・寮を授業をしているが、狭い
・空気が悪くて息苦しい（特に午後）
・机と椅子の不足状況は教室によって異なるが、3人掛けは多い
・ﾌｯｸがない教室は服を机の中に押し込むので、傷みやすい
・ｸﾛｰｸﾙｰﾑは学校の入り口に1つあるほうが、教室でｽﾍﾟｰｽをと
らないので便利
・2階の教室は雨漏りする

・現在寮に6つの教室があるが、本当は寮として使用したい
・食堂の1部を転用して教室として使用している
・過密で子ども一人一人に目が行き届かない

3.教員室 ・教員室にはﾃｰﾌﾞﾙが２つあるだけなので非常に小さい
・担任教員は教室にものを保管する
・教科の教員は教員室や同僚の教室に保管するか、家に持ち
帰る
・教員用のｸﾛｰｸはなく、各教室のｸﾛｰｸを生徒と共有

･教員用ﾄｲﾚ１つ
・生徒用ﾄｲﾚはたくさんの人が利用するのでｱｼﾞｱ式の方がいい
と思うが、障害者には洋式ﾄｲﾚもあった方がいいと思う

2. ﾄｲﾚ ・ﾄﾞｱがない　　・汚くて臭い
・休憩時間が短いので、ﾄｲﾚに行く時間はない
・洋式はすぐに汚くなるので、ｱｼﾞｱ式がいい（8年生）
・ｱｼﾞｱ式は外にはねて汚いから洋式がいい（4年生）

その他： ・学校の選択理由：家から近い、数学の特別ｸﾗｽ、相撲が好き
・クラブ活動のために土日に登校する
・体育の特別ｸﾗｽは2ｸﾗｽ合同で実施するので過密が激しい
・雨や雪が降ると、外はぬかるんで歩きにくい

・ｳﾗﾝﾊﾞｰﾄﾙ市内では寮がある学校は73番校のみ
・寮生は週末自宅に帰宅する生徒が多く、最終列車に間に合う
ため、金曜日の3部ｼﾌﾄの授業にでない
・クラブ活動は土日に行う（舞踊、音楽、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰ
ﾙ、絵、縫物など）
教員が授業中に才能のある子を選抜する
・体育の特別ｸﾗｽは全国大会優勝するほど優秀だが、２，３ｸﾗｽ
合同で授業を実施したり、ﾏｯﾄなどの道具を置く部屋もなく、環境
が悪い

通学状況： ・学区の第3ﾎﾛから20番校、51番校に行っている子もいる
・親が鉄道会社に勤めているので寮に入っている
・平均通学時間：徒歩5－10分

治安： ・9時に授業が終わることもあるので、冬はきつい
・遅くなると保護者に迎えにきてもらう（4年生）
・道に接しているから危ない

・街灯がないので、暗くて危ない
・ﾏﾝﾎｰﾙ・ﾁﾙﾄﾞﾚﾝは中高生に乱暴することがある



学校名： 地区：

校長： 所属ﾎﾛ：

学区（ﾎﾛ）：

生徒数： 2400 ｷｬﾊﾟｼﾃｨ： 480 設立年度： 1953
教員数： 82 職員数： 36 設置学年： 1-10年

校舎数： 2 分校： なし ｸﾗｽ数： 65
教室数： 26+8
ｼﾌﾄ数： 2部制 いる

【就学状況】

1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 7学年 8学年 9学年 10学年

生徒数 305 315 240 251 279 309 274 237 117 117
ｸﾗｽ/担任数 9 9 8 7 6 7 6 7 3 3
越境通学者 - - - - - - - - - -
退学者数： - - - - - - - - - -
留年者数： - - - - 2 - - - - -

1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 【新入生の入学年齢】

生徒数： 1,930 1,980 2,130 2,300 2,435 6歳 7歳 8歳 9歳以上

ｸﾗｽ数： 59 61 62 63 64 7.5% 54.8% 36.1% 1.6%
教員数： 70 71 72 79 82

準備ｺｰｽ： 【進級・進学状況】

中学進級 100% 高校進級 65～70％

大学進学

【教員】 有資格 無資格 計

教員数： 82 ｸﾗｽ担任： 65 0 65
女性教員： 76 教科担任： 17 0 17 6人

男性教員： 6 その他： 0 0 0 約2.5倍

【特別クラス】

設置： あり 1ｸﾗｽ当り生徒数： 30～35人

選考方法： 回収状況： 70%
学費徴収額

【学校運営維持管理】

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：

平均応募倍率：

2003年度教員増員数：

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの頻度：

7,8年　各1ｸﾗｽ

1　数学 5－10年　各1ｸﾗｽ
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2　化学

授業時間： 1部：8:00-12:40 (3-⑧, 4-⑦, 5-⑥, 6-⑦, 7-⑥)

施設状況： ・校舎は小学生用と中学・高校生用の２つに分かれている。小
学生用校舎は1キロほど離れてあり、元は幼稚園だったのが'92
年に転用された
・中高生用校舎は障害教育用の特別学校として建設されたの
で、教室ｻｲｽﾞが小さい
・普通教室数26教室のうち、１教室は特別学級用

ﾊﾞﾔﾝｽﾞﾙﾌ

2部：13:00-17:40 (1-⑨, 2-⑨, 8-⑦, 9-③, 10-③)
3部：

No. 79 School

第9ﾎﾛ、第17ﾎﾛ

1教室当り生徒数： 55-65人

規定授業ｺﾏ数をこなせているか？：

第17ﾎﾛCHIMEDTSEREN

年2回

3
4

学校運営委員会： あり　（2001年設立） 施設ﾒﾝﾃﾅﾝｽの実施状況：

年2回

ﾒﾝﾊﾞｰ： 9名：保護者(1)、教員(3)、生徒（1）、区役所(1)、市

教育局(4）、教育省(1)、卒業生(1)

学費使途： 特別ｸﾗｽ教員の給与（80%）、教材

備考： 片親の家庭、貧困家庭の生徒に対しては学費を免
除する

一ヶ月

入学制限： 準備ｺｰｽがあるので、試験は実施していないが、地方から移動
してきた子に対しては面接を実施。所属ﾎﾛからの入学希望には
制限無し

30,000Tg

80％　（国立と私立半々）

設置状況：

選考試験実施 教科 設置学年・ｸﾗｽ数

保護者会： 全体＋各ｸﾗｽ

【清掃】
・清掃員7名が共用ｽﾍﾟｰｽと小学生教室を清掃
・中高の教室清掃は生徒が毎日2回実施
・教室の清掃用具は小学生は保護者と学校の予算、中高生は保護者負担
・水がないので、掃除の時毎日近くの井戸から水を買う（生徒負担）
・教室以外の清掃用具、教室以外掃除する際の水の購入は学校予算
【施設改修等】
・各教室の改修は夏休みの間に、保護者の支援を得て実施する
・各保護者には400Tｇの寄付をお願いし、寄付＋学校予算で費用を負担
・大規模改修は来年ADBによって実施される
・区役所による大規模改修の対象には選ばれたことがない

役職： 委員長(1)、秘書(1)、会員



【通学状況】

生徒： 職員住宅： なし

教員： 学生寮： なし

【授業以外の施設利用状況】 【ﾉﾝ･ﾌｫｰﾏﾙ教育】

あり 生徒数： 20
実施主体： ｸﾗｽ数： 2
実施対象：

時間帯：

備考：

【援助履歴】

【周辺地域状況】

周辺校： 幼稚園： 1 未就学児童

【生徒・教員ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ】

地域住民・企業による施設利用の有無：

9:00-17:00 (1ヶ月＆通年）、ﾛﾋﾞｰを転用した教室使用

学区外通学（理由）： 0%

殆どが学校周辺に居住

生徒 教員

施設状況：
1. 教室

施設利用料の徴収： ―

人口状況： 地方からの流入が激しい 治安： それほどよくない

なし

平均通学時間：20分、最大通学時間：徒歩40分

通学状況：

教員ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ： 実施の有無：

全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：毎週月曜日、一番大きな教室で昼休みに実施
教科別ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：2週間に1度、授業後に実施

ﾜｰﾙﾄﾞﾋﾞｼﾞｮﾝ（教員派遣）

8,10年卒業生を対象にした職業訓練

同時に未就学児童25人（8歳～18歳）と勉強につい
ていけない在学生25人を対象に夏期2ヶ月間コー
スをﾜｰﾙﾄﾞﾋﾞｼﾞｮﾝが実施している

保護者・地域住民・企業等のｻﾎﾟｰﾄ： 他ﾄﾞﾅｰ・NGOによる協力：

・卒業生：労働提供（植栽、小学校の歩道作り、卒業する教室の
ﾍﾟﾝｷ塗り替え、家具修理／調達など）

資金援助はほとんどない

・ADB（来年）：1400万Tgで校舎改修（屋内ﾄｲﾚ設置、水道設置、
家具調達、壁のﾍﾟﾝｷ塗り替えなど）

92番校（3～4ｋｍ） 15－20人　（殆ど男子）

生活状況： ・ｹﾞﾙ集落　　・生活ﾚﾍﾞﾙ低い　　・失業率60%
・近くの車のﾏｰｹｯﾄでﾀﾊﾞｺを売ったり、洗車で生計をたてる

未就学理由 家畜の世話

・1教室55～60人。頭痛がする（4年生＆8年生）
・4人掛けもあり、ﾉｰﾄがとれない（4年生）
・暖房がきかず寒いので冬はｺｰﾄを着たまま授業をうける
・うるさくて先生の声が聞こえない
・ｸﾛｰｸﾙｰﾑもなく、教室にﾌｯｸも殆どないので、ｺｰﾄは机の中に
入れたり、窓際におく
・教室内のﾌｯｸは男子が自分達で作った（8年生）
・学級のｻｲｽﾞが大きすぎて、先生とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝがとれない、勉
強に参加できない
・混雑していてやる気をだすのが難しい

･過密しすぎで、全ての子どもを勉強に参加させるのが難しい
・ﾉｰﾄをとらず、座っているだけの生徒もいる（そういう生徒を進
級、進学、就職させるのは困難）
・教室に60人もいると、病気が蔓延しやすい
・元々幼稚園校舎だったり、特別学級用の校舎なので教室のｻｲ
ｽﾞが小さくて狭い

3.教員室 ・各校舎に１つ。小さい棚がある
・教科ごとに使用時間が決められている
・10人分くらいのｸﾛｰｸ有り（教科教員が使用）
・授業の準備をするために、市内までﾊﾞｽで行き、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｶﾌｪ
をりようする

・屋外のﾄｲﾚを生徒と共有する、我慢しあまり利用しない
・生徒用ﾄｲﾚは多くの生徒が使用するので、ｱｼﾞｱ式のﾄｲﾚがよい
・教員用ﾄｲﾚは洋式がいい（高齢の教員や、太った教員にとって
しゃがむのが大変だから）

2. ﾄｲﾚ ･水がない屋外のﾄｲﾚ。小学校用校舎は屋内ﾄｲﾚ無し（4年生）
・冬は氷がはって危険。冬は使わず我慢する（4年生）
・座れるから洋式ﾄｲﾚがいい（4年生）
・朝、あまり水分をとらないようにする
・ﾄｲﾚはﾄﾞｱがなく隣が見えてしまうので、あまり使わない（8年
生）

その他： ・体育のｸﾗｽを50人～60人でやるのは難しい
・補習や大掃除のため土曜日に登校することもある

・クラブ活動や補習のため土曜日も学校に通勤する

通学状況： ・通学時間：5～10分
・普通ｸﾗｽの中で学区外のﾎﾛから通学しているのは殆どいない

治安： ・川は冬には凍って危ない
・授業が終わるのが遅くなると帰りのバスがあまりない
・酔っ払いやﾎｰﾑﾚｽがいる

―



学校名： 地区：

校長： 所属ﾎﾛ：

学区（ﾎﾛ）：

生徒数： 1396 ｷｬﾊﾟｼﾃｨ： 設立年度： 1990
教員数： 48 職員数： 24 設置学年： 1－10年

校舎数： 1 分校： なし ｸﾗｽ数： 40
教室数： 19+2
ｼﾌﾄ数： 2部制 いる

【就学状況】

1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 7学年 8学年 9学年 10学年

生徒数 160 150 128 126 160 173 164 144 97 94
ｸﾗｽ/担任数 5 4 3 3 5 5 5 4 3 3
越境通学者 0 0 0 0 0 5 7 6 14 0
退学者数： - - 1 1 - - - - - -
留年者数： - 1 2 - - - - - - -

1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 【新入生の入学年齢】

生徒数： 799 859 970 1,022 1,169 6歳 7歳 8歳 9歳以上

ｸﾗｽ数： 28 30 31 32 34 3.1% 31.3% 59.4% 6.3%
教員数： 37 37 41 44 44

準備ｺｰｽ： 【進級・進学状況】

中学進級 100% 高校進級 75%
大学進学

【教員】 有資格 無資格 計

教員数： 48 ｸﾗｽ担任： 40 0 40
女性教員： 43 教科担任： 8 0 8 10人

男性教員： 5 その他： 0 0 0 ―

【特別クラス】

設置： あり 1ｸﾗｽ当り生徒数： 25～30人

選考方法： 回収状況： ―

学費徴収額

【学校運営維持管理】

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：

【通学状況】

生徒： 職員住宅： あり

教員： 学生寮： なし

平均応募倍率：

2003年度教員増員数：

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの頻度：

2年　1ｸﾗｽ

1　数学 1,5,6,7年　各1ｸﾗｽ

5

2　ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ、外国語

授業時間： 1部：8:00-13:30 (6-⑤, 7-⑤, 8-④, 9-③, 10-③)

施設状況： ・元は軍事施設だったのをもらい受けた
・ｸﾗｽを10月から2ｸﾗｽ増設する可能性あり
・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ室、会議室、家庭科室などを教室へ転用

ﾊﾞﾔﾝｽﾞﾙﾌ

2部：13:30-17:30 (1-⑤, 2-④, 3-③, 4-③, 5-⑤)
3部：

No. 87 School

第10ﾎﾛ

1教室当り生徒数： 42～45人

規定授業ｺﾏ数をこなせているか？：

第10ﾎﾛMs. ERDENCHIMEG

学区外通学（理由）：

3ヶ月に1回

3

56世帯が校舎から1キロ離れた教員住宅に住む（軍事施設と一緒にもらいうけ）
教員住宅は長く勤めてもらえるように若い教員優先

4

学校運営委員会： あり　(2002年11月設立） 施設ﾒﾝﾃﾅﾝｽの実施状況：

3ヶ月に1回

ﾒﾝﾊﾞｰ： 11名：保護者(1)、教員(3)、生徒（1）、区役所＆市

役所＆教育省(4）、職員(2)

学費使途： ―

備考： ―

春学期の3ヶ月（3年生を3部に移して、昼に実施）、4ｸﾗｽ

入学制限： 今年は入学制限なし

今年から徴収予定だが、額は未定

60%　（殆ど市内の大学へ進学）

設置状況：

選考試験実施 教科 設置学年・ｸﾗｽ数

保護者会： 全体＋各ｸﾗｽ

平均通学時間：１０分

通学状況： 遠距離の子は3キロ離れたところから徒歩で登校（3部制にはできない）

【清掃】
・清掃員が共用ｽﾍﾟｰｽを清掃
・教室清掃は生徒が毎日実施+毎週金曜日大掃除
・洗剤とせっけんのみ生徒もちより、それ以外の清掃用具は学校予算で配備
【施設改修等】
・

役職： 委員長(1)、秘書(1)、会員



【授業以外の施設利用状況】 【ﾉﾝ･ﾌｫｰﾏﾙ教育】

去年まで 生徒数： 25
実施主体： ｸﾗｽ数： ―

実施対象：

時間帯：

備考：

【援助履歴】

【周辺地域状況】

周辺校： 幼稚園： ― 未就学児童

【生徒・教員ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ】

地域住民・企業による施設利用の有無：

15:00－17:30

生徒 教員

施設状況：
1. 教室

施設利用料の徴収： ―

人口状況： ・2200世帯、9000人登録＋500人未登録
・地方からの流入が激しい（町のはずれにあり、面
積も大きいため）

治安： ・街灯が暗い　・野良犬、車の飛び出し
・保護者は迎えにこられない（家に鍵がない、小さい子のおもり
など）

ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ会社が職員会議に使用（3ヶ月に1回、無料）

教員ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ： 実施の有無：

全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：月曜日隔週
教科別ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：月曜日隔週

ﾜｰﾙﾄﾞﾋﾞｼﾞｮﾝ（教員派遣）

休学中の8歳～15歳の子ども

今年は教室不足で実施できず

保護者・地域住民・企業等のｻﾎﾟｰﾄ： 他ﾄﾞﾅｰ・NGOによる協力：

― ・ﾜｰﾙﾄﾞﾋﾞｼﾞｮﾝ：保健室整備、屋外の体育施設整備
・UNICEF(2002.5）：机100、椅子

・ﾜｰﾙﾄﾞﾋﾞｼﾞｮﾝ（申請中）：便座3つの屋内ﾄｲﾚ建設

周辺校なし 約40人

生活状況： ・ｹﾞﾙ集落　・年配者多い　・企業はなく、自営業のみ　　・失業率高い
・母子家庭多い（離婚率高い、配偶者が刑務所にいる、未亡人など）
・軍事用の空き地が居住地に変わる予定がある（800世帯用）
・洪水被災者が第10ﾎﾛに移る予定（300世帯）

未就学理由 ・教材、服を変えない
・家畜の世話（遊牧民の子ども）

・教室の窓が分かれてない。大きい窓しかないので、開けると寒
く、閉めたままだと息苦しい
・教室の中は匂いがこもり、息苦しい
・教室は36人～46人。3人掛けだと狭い
・光があたると黒板の文字がよくみえない
・停電がよくある
・教室内のﾌｯｸが足りないので不便
・ｺｰﾄのﾎﾟｹｯﾄの中に入れておいたものが紛失することがある

･過密で生徒の健康に悪影響を与えている。隣の教室の音も聞
こえる

3.教員室 ・元々大きな教室をレンガで壁を作って2分したりして、教員室を
つくった
・棚や教員用のｸﾛｰｸはない
・ﾉｰﾄﾁｪｯｸなどの作業は自宅で行う

・ﾄｲﾚは不足しているので、ほとんど使わないで我慢している
・利用人数が多いので、生徒用ﾄｲﾚは汚れやすいｱｼﾞｱ式がいい

2. ﾄｲﾚ ・汚い　　・使いたくないと思うことがある
・屋外のﾄｲﾚで穴だけ、水は出ない
・冬でもｺｰﾄなしで使用する
・便利だから洋式の方がいい（4年生）
・休憩時間が短く、あまり使用しない
・たくさんの生徒が使用するのｱｼﾞｱ式がいい（8年生）

その他： ・体育館の校舎が離れているので、冬は体育が終わったあと身
体が冷える

・1994年に400人の生徒でｽﾀｰﾄしたが、生徒数が急増した
・会議ﾎｰﾙは校舎から500ｍ離れている
・小学生の体育は普段は屋外、寒いときは教室で行う
・もし87番学校に教室が増築されれば、現在第10ﾎﾛから町の中
心部に行っている子ども達は戻ってくる

通学状況： ・全員第10ﾎﾛから通学
・町の中心や3キロ離れたところから通学するｸﾗｽﾒｰﾄもいる
・町の中心の学校の方がﾚﾍﾞﾙが高いので、第10ﾎﾛから33番
校、14番校、84番校などに通学する子どももいる

治安： ･帰るときに特に怖いと感じたことはない（4年生） ―



学校名： 地区：

校長： 所属ﾎﾛ：

学区（ﾎﾛ）：

生徒数： 2450 ｷｬﾊﾟｼﾃｨ： 920 設立年度： 1992
教員数： 74 職員数： 38 設置学年： 1－10年

校舎数： 1 分校： なし ｸﾗｽ数： 54
教室数： 24+6
ｼﾌﾄ数： 2部制 いる

【就学状況】

1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 7学年 8学年 9学年 10学年

生徒数 198 231 25 237 278 269 315 243 172 207
ｸﾗｽ/担任数 5 5 6 6 5 6 6 7 4 4
越境通学者 10 21 10 30 23 21 18 30 19 27
退学者数： - - - - - - - - - -
留年者数： - - - - - - - - - -

1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 【新入生の入学年齢】

生徒数： 2,051 2,070 2,350 2,403 2,473 6歳 7歳 8歳 9歳以上

ｸﾗｽ数： 52 56 57 57 56 4.5% 15.2% 60.6% 19.7%
教員数： 74 73 78 80 82

準備ｺｰｽ： 【進級・進学状況】

中学進級 100% 高校進級 70%
大学進学

【教員】 有資格 無資格 計

教員数： 74 ｸﾗｽ担任： 54 0 54
女性教員： 62 教科担任： 20 0 20 5人

男性教員： 14 その他： 0 0 0 4倍

【特別クラス】

設置： あり 1ｸﾗｽ当り生徒数： あり

選考方法： 回収状況： 90%
学費徴収額

【学校運営維持管理】

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：

【通学状況】

生徒： 職員住宅： なし

教員： 学生寮： なし

平均応募倍率：

2003年度教員増員数：

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの頻度：

2年 1ｸﾗｽ 

1　数学 1年～10年　各１ｸﾗｽ

5

2　外国語

授業時間： 1部：8:00-12:30 (1-②, 2-③, 3-③, 4-③, 7-①, 8-⑦, 9-④, 10-④)

施設状況： ・1974にロシア人のための学校として建てられたが、92年に97
番学校になった
・ﾛﾋﾞｰなどを転用
・10月1日からは3部制にすることを検討中

ﾊﾞﾔﾝｽﾞﾙﾌ

2部：13:00-18:00 (1-③, 2-③, 3-③, 4-②, 5-⑤, 6-⑥, 7-⑤)
3部：

No. 97 School

第2ﾎﾛ（1部）、第4ﾎﾛ、第7ﾎﾛ

1教室当り生徒数： 55人（小）、60以上（高）

規定授業ｺﾏ数をこなせているか？：

第7ﾎﾛMr. ALTANGEREL

学区外通学（理由）： 30％（特別ｸﾗｽ、教育ﾚﾍﾞﾙが高い）

年2回＋年4回（＋問題が生じた時）

3

周辺に居住している教員はあまりいない（ｹﾞﾙ集落に住む教員：30％）

4

学校運営委員会： あり　（200１年設立） 施設ﾒﾝﾃﾅﾝｽの実施状況：

毎月

ﾒﾝﾊﾞｰ： 9名：保護者(1)、教員(3)、生徒（1）、区役所(1)、市

教育局(1)､教育省(1）、教頭(1)

学費使途： 特別ｸﾗｽ教員の給与（20%）
教材

備考： ･特別ｸﾗｽの生徒も全員所属ﾎﾛ
・外国語特別ｸﾗｽは生徒も教員もいるが、現在教
室不足で再開できない

一ヶ月（4月）

入学制限： ・入学者のうち100人が地方からの流入
・所属ﾎﾛ外の7歳児30人を断った（8歳児を優先）

無料（小）、40,000Tg（5年生以上）

80%　（内半分が国立へ進学）

設置状況：

選考試験実施 教科 設置学年・ｸﾗｽ数

保護者会： 全体＋各ｸﾗｽ

平均通学時間：30分、最大通学時間：60分

通学状況： ﾊﾞｽ通学者も多い

【清掃】
・清掃員18名が共用ｽﾍﾟｰｽと1年生教室を清掃
・2年生以上の教室清掃は生徒が毎日2回実施
・教室の清掃用具は生徒の持ち寄り（その他の用具は学校の予算で賄う）
【施設改修等】
・各教室の改修は教員が中心となって、生徒と保護者が実施に協力する
・各保護者から2000～5000Tg徴収（各ｸﾗｽ3人くらいは払えない生徒がいる）
・お金持ちの生徒はいないので、教室の状態には格差は生じない
・10周年記念の省特別改修予算で雨漏りの修理とﾄｲﾚの設置(2003年7月）
・窓ガラスは区役所から毎年20枚現物支給される

役職： 委員長(1)、秘書(1)、会員



【授業以外の施設利用状況】 【ﾉﾝ･ﾌｫｰﾏﾙ教育】

あり 生徒数： 100
実施主体： ｸﾗｽ数： 4

実施対象：

時間帯：

備考：

【援助履歴】

【周辺地域状況】

周辺校： 幼稚園： 3 未就学児童

【生徒・教員ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ】

地域住民・企業による施設利用の有無：

8:00-14:30, 15:00-17:00（10月～6月の通年、4年間

生徒 教員

施設状況：
1. 教室

施設利用料の徴収： ―

人口状況： ･元々住んでいたロシア人が撤退し、若い家族が
入ったので子どもの数が急増中（第7ﾎﾛが最も人
口増加激しい）
・第2ﾎﾛと第4ﾎﾛには地方からの流入がはげしい

治安： 問題あり　（酔っ払い、いじめっ子、誘拐など）

なし

教員ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ： 実施の有無：

2週間に1度、昼休みに一番大きな教室で実施。

＊その他、他の学校では実施していない取り組みとして、毎月2
回教員訓練を行っている。勉強したい内容を教員ﾐｰﾃｨﾝｸﾞで相
談し、内容にあった講師をｿﾛｽ基金や大学から招く。費用は教員
や保護者からの寄付で賄っている。
　　・実施時間：授業後、土曜日、冬休み
　　・機材：ﾜｰﾙﾄﾞﾋﾞｼﾞｮﾝから借りている

区役所＆ﾜｰﾙﾄﾞﾋﾞｼﾞｮﾝ

午前：13歳以上、休学中の子ども
午後：全く読み書きができない小さな子

・ﾜｰﾙﾄﾞﾋﾞｼﾞｮﾝの援助でﾛﾋﾞｰから改修した１教室を
使用
・教員は区役所教育センターから派遣
・4年生を修了すると97番学校に編入

保護者・地域住民・企業等のｻﾎﾟｰﾄ： 他ﾄﾞﾅｰ・NGOによる協力：

・新しい学校なので、卒業生はまだあまりいない
・卒業生から資金援助は少ないが、様々な形で援助はある（例：
TV局に勤める卒業生が、番組で学校のことを紹介した）
・10周年記念に生活ﾚﾍﾞﾙの高い保護者が集まって約30万Tg寄
付（ｽﾎﾟｰﾂﾎｰﾙとﾛﾋﾞｰの改修、ｶｰﾃﾝ）

・ｿﾛｽ基金：教員研修
・ﾜｰﾙﾄﾞﾋﾞｼﾞｮﾝ：教員研修（教授法、他校で行っているサマーｽｸｰ
ﾙに参加）

33番校（1.5ｋｍ）、69番校（3km/30分） 40～50人

生活状況： ・第２ﾎﾛ---軍隊用ｱﾊﾟｰﾄ、貧困家庭多い
・第4ﾎﾛ---団地＋ｹﾞﾙ、貧困家庭多い
・第7ﾎﾛ---団地、教員など生活ﾚﾍﾞﾙ高め

未就学理由 ・貧困　・家計を助けるため労働

・１教室あたり生徒数：39～50人。5年生には72人ｸﾗｽがある。
・空気が悪い（ﾄﾞｱを開けるとうるさいし、冬は窓は開けられない）
・教室内のﾌｯｸを利用してｺｰﾄをかけるが、足りないので机の中
に入れたり、窓際に置く

・高校生の男子とって3人掛けは非常に困難
・過密がはげしく、身体への影響が心配
・生徒一人一人に目が行き届かない

3.教員室 ・1教室を分割して、教頭室と教員室として使用している
・13人程度しか収容できない小さな部屋なので、高齢者の教員
や女性教員優先
・ﾉｰﾄﾁｪｯｸなどの作業は自宅か教室で行う

・教員用のﾄｲﾚはあるが壊れていて92年以来閉まったまま
・改修するお金がない
･3年前生徒用のﾄｲﾚを改修
・教員は我慢して殆どﾄｲﾚは使用しない
・生徒用ﾄｲﾚはｱｼﾞｱ式がいい（洋式ﾄｲﾚは低学年にとって便座の
位置が高すぎる、汚い、洋式便座の上に土足でのるですぐに壊
れる）
・教員はきれいに使えるので洋式の方がいい

2. ﾄｲﾚ ・汚い、くさい、匂いが身体につく
・ﾄﾞｱなし、鍵なし
・我慢して使わないようにしている
・水は流れるが、掃除用や手洗い用の水がない
・ｳｪｯﾄﾃｨｯｼｭはお金持ちの生徒だけ。
・のどが渇いてもﾄｲﾚに行きたくならないよう我慢する
・ｱｼﾞｱ式のﾄｲﾚがいい（洋式は便座の上に土足で立つ人がいる
のですぐに汚くなるから）

その他： ･外国語用の特別教室がないので、普通教室で一斉授業する
・休み時間に行くところがないので、ﾛﾋﾞｰに椅子をおいてほしい

・保護者の中には、放課後お金を払って教員に個人教授をお願
いする人がいる

通学状況： ・居住ﾎﾛは様々、学区外通学多い
・学校の選択理由：兄弟が通学している、家から近い
・通学時間：5-10分

治安： ・怖い（街灯なし、酔っ払い、野良犬、ﾏﾝﾎｰﾙ・ﾁﾙﾄﾞﾚﾝ）
・お金やカバンをとる10年生のいじめっ子がいる
・大きな道路
・暗くなると迎えにきてもらうこともあるが、普段は友達と下校す
る

・酔っ払いや交流量の多さ
・お金や物をとるいじめっ子がいる
・去年誘拐事件あり（1件）
・遅くなったら教員が送っていくことあり　（高校生も含めて）



学校名： 地区：

校長： 所属ﾎﾛ：

学区（ﾎﾛ）：

生徒数： 6410 ｷｬﾊﾟｼﾃｨ： ― 設立年度： ―

教員数： 241 職員数： 90 設置学年： 1-10年

校舎数： 4 分校： あり（第4校舎） ｸﾗｽ数： 177
教室数： （24+4）

ｼﾌﾄ数： （3部制） いる

【就学状況】

1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 7学年 8学年 9学年 10学年

生徒数 630 640 674 695 760 758 687 656 460 450
ｸﾗｽ/担任数 19 20 19 17 19 19 20 18 12 14
越境通学者

退学者数： 12 4 7 5 8 4 3 - - -
留年者数： - - - - - - - - - -

1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 【新入生の入学年齢】

生徒数： 4,998 5,298 5,794 6,161 6,328 6歳 7歳 8歳 9歳以上

ｸﾗｽ数： 140 149 159 169 175 1.0% 19.4% 77.3% 2.4%
教員数： 180 186 199 208 227

準備ｺｰｽ： 【進級・進学状況】

中学進級 100% 高校進級 70%
大学進学

【教員】 有資格 無資格 計

教員数： 241 ｸﾗｽ担任： 177 0 177
女性教員： 205 教科担任： 64 0 64 12人

男性教員： 36 その他： 0 0 0 ―

【特別クラス】

設置： あり 1ｸﾗｽ当り生徒数： ―

選考方法： 回収状況： 90%
学費徴収額

【学校運営維持管理】

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：

【通学状況】

生徒： 職員住宅： なし

教員： 学生寮： なし

平均応募倍率：

2003年度教員増員数：

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの頻度：

8年～10年　各1ｸﾗｽ

1　数学 8年～10年　各2ｸﾗｽ

5　社会学

2　外国語（露、英）

授業時間：
（第１校舎）

1部：7:30-11:30 (4-⑰, 3-⑫)

施設状況： ・校舎は4つあるが、内１つは18ｋｍ離れている(4年制）
・小学校は全て第1校舎（第2,3校舎は中高生用）。1年生を収容
しきれず幼稚園として使用されているｱﾊﾟｰﾄ8教室を借りて2部制
で授業を行っている（月約120万Tgのｺｽﾄ）
・本計画により施設が増築されれば、ｱﾊﾟｰﾄを本来の幼稚園に

ﾊﾞｶﾞﾉｰﾙ

2部：11:30-15:30 (1-③, 2-⑲, 3-⑦)
3部：

Borovsrol C. S.

ﾊﾞｶﾞﾉｰﾙ地区全体（6つのﾎﾛ）

1教室当り生徒数： ー

規定授業ｺﾏ数をこなせているか？：

第１ﾎﾛIshiin Bayambajav

学区外通学（理由）： 420人（理由：教育ﾚﾍﾞﾙが高いため）

毎月

3　化学

7年、8年　各1ｸﾗｽ

8年～10年　各1ｸﾗｽ

9年、10年　各1ｸﾗｽ

全員ﾊﾞｶﾞﾉｰﾙ地区から

4　体育

学校運営委員会： あり　〔2002年設立〕 施設ﾒﾝﾃﾅﾝｽの実施状況：

年最低2回＋必要に応じて

ﾒﾝﾊﾞｰ： 11名：保護者(1)、教員(5)、地域住民(1)、教育組織

(1）、教育ｾﾝﾀｰ(1)、警察(1)、工場(1)

学費使途： 特別ｸﾗｽ教員の給与
教材･設備

備考： ・今後は小学生にも特別ｸﾗｽを設けたい
・学費は払えない生徒には免除している

3ヶ月

入学制限： ―

18,000～20,000Tg

90%　（約半分が国立大へ進学）

設置状況：

選考試験実施 教科 設置学年・ｸﾗｽ数

保護者会： 全体＋各クラス

平均通学時間5～30分

通学状況： 遠距離通学の生徒多い（ｹﾞﾙ集落の生徒）、但し住民票がある人のみ通学できる

【清掃】
・清掃員(27人）が共用ｽﾍﾟｰｽと1年生教室を清掃
・２年生以上の教室清掃は生徒が毎日実施＋毎週大掃除
・教室の清掃用具は学校の予算＋不足分を保護者負担
【施設改修等】
・大規模修繕は5年前にADBの支援を受けて第１、第２校舎の改修を実施（配
管、ﾛﾋﾞｰ、体育館など合計450万Tg)
・区役所：ﾛﾋﾞｰ、電気、体育館　（計150万Tｇ）
・窓ｶﾞﾗｽが破損した場合：授業中だったら教員が、夜間だったら管理人が責
任を持つ

役職： 委員長(1)、秘書(1)、会員

420



【授業以外の施設利用状況】 【ﾉﾝ･ﾌｫｰﾏﾙ教育】

なし 生徒数： ―-

実施主体： ｸﾗｽ数： ―-
実施対象：

時間帯：

備考：

【援助履歴】

【周辺地域状況】

周辺校： 幼稚園： 5 未就学児童

【生徒・教員ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ】

地域住民・企業による施設利用の有無：

―

生徒 教員

施設状況：
1. 教室

施設利用料の徴収： ―

人口状況： ・人口2.4万（うち1/3が0～16歳）　・人口急増中
・雪害で家畜を手放して、地方から移動してくる

治安：

なし

教員ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ： 実施の有無：

授業の後に実施している ―

―

―

保護者・地域住民・企業等のｻﾎﾟｰﾄ： 他ﾄﾞﾅｰ・NGOによる協力：

・近隣企業：大会参加のサポート、コンピューター教室
　資金援助ではなく、物質援助多い
・炭鉱工場：大会参加費
・軍：第３校舎への物資援助

・韓国の個人：貧困家庭の生徒に対する援助
・ADB（5年前から）：包括的な支援
　　第１、第２校舎の改修（配管、ﾛﾋﾞｰ）

― ﾊﾞｶﾞﾉｰﾙ地区全体で約44人

生活状況： ･3/1がｹﾞﾙ人口　　・失業者多い　・炭鉱の町
・人口の70～80％が貧困者

未就学理由 ・住民票の問題
・家庭状況

・40人を超えているｸﾗｽが殆どで50人のｸﾗｽもある
・教室は机と椅子が不足
・2部制で交代時間が短いため、混雑して大変
・ｸﾛｰｸﾙｰﾑは以前はあったが今は各教室にある。各教室につい
ていた方が便利（4年生）
・ｸﾛｰｸﾙｰﾑを利用するが、服が他の人のものと代わってしまっ
たり、紛失したりする（8年生）
・冬の教室は空気が悪く、意識を失う生徒がいる（寒くて窓が開
けられないから、過密）

・教室が小さく、ｸﾛｰｸがｽﾍﾟｰｽをとるので、ﾚｲｱｳﾄが難しい（机を
まるく並べたりできない）
・蛇口はある教室とない教室がある
・ｸﾛｰｸは各教室にある方が間違いが起こりにくい
・換気が悪く、風邪や伝染病がはやりにくい

3.教員室 ･職員室は自分の決まった席はなく、ノーﾄなどは自宅に持って
帰って作業をするか、教室に保管する。
・本来なら回収したﾉｰﾄなどは教員室に、教材などは各教室に保
管するのが望ましい

・教員用ﾄｲﾚはないので、我慢して使用しない2. ﾄｲﾚ ・汚い　　　・使用しにくい、使用したくない
・蛇口は清掃係が持っているため、普段は水を出せない
・たくさんの生徒が利用するためｱｼﾞｱ式のﾄｲﾚがいい（8年生）

その他： ・ｸﾛｰｸﾙｰﾑがあるが、ｺｰﾄが紛失してしまうことがある（8年生）
・ｸﾗﾌﾞ活動ができない
・体育館は体育の授業を2,3ｸﾗｽ合同で実施するため狭い
・体育館は換気が悪く、走ると息苦しくなる。意識を失う生徒い
る。
・第１校舎は小学生の保護者の送り迎えでいつも混んでいる
・土曜日も授業がある
・今年から1年～6年で制服が導入された

・土曜日に授業がある
・体育館は一回に100人以上が使用する。非常に狭い
・本来生徒は18時以降は学校にいてはいけないという規則があ
るが、授業が遅くまであるので規則を守るのが困難
・ｹﾞﾙ集落から通学する生徒は遠距離のため遅刻も多い。彼ら
が到着するまで新しいことを教え始めないようにしているので、
授業の進行状況に影響がある

通学状況： ・教育ﾚﾍﾞﾙが高いので地方からたくさんの生徒が来る
・殆どが徒歩通学だが、ｹﾞﾙ集落からはﾊﾞｽで通学する
・自転車で通学する生徒もいる
・家庭の状況で学校をやめる生徒が多い。特に多いのが、住民
票を移す時に問題が発生した場合。

治安： ― ―



学校名： 地区：

校長： 所属ﾎﾛ：

学区（ﾎﾛ）：

生徒数： 5573 ｷｬﾊﾟｼﾃｨ： ― 設立年度： ―

教員数： 176 職員数： 87 設置学年： 1-10年

校舎数： 6 分校： あり（ﾃﾚﾙｼﾞ） ｸﾗｽ数： 137
教室数： 58
ｼﾌﾄ数： 2または3 いる

【就学状況】

1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 7学年 8学年 9学年 10学年

生徒数 573 492 531 579 630 635 559 859 334 361
ｸﾗｽ/担任数 16 15 13 13
越境通学者 45 13 25 25 36 34 28 41 10 12
退学者数： - 4 5 6 4 2 - - - -
留年者数： - - - - - - - - - -

1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 【新入生の入学年齢】

生徒数： 4,535 4,780 4,882 5,079 5,215 6歳 7歳 8歳 9歳以上

ｸﾗｽ数： 130 132 133 135 137 5.1% 48.5% 40.3% 6.1%
教員数： 163 168 170 173 176

準備ｺｰｽ： 【進級・進学状況】

中学進級 100% 高校進級 60-70%

大学進学

【教員】 有資格 無資格 計

教員数： 176 ｸﾗｽ担任： 137 0 137
女性教員： 151 教科担任： 39 0 39 6人

男性教員： 25 その他： 0 0 0 ―

【特別クラス】

設置： あり 1ｸﾗｽ当り生徒数： 25～32人

選考方法： 回収状況： 100%
学費徴収額

【学校運営維持管理】

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：

【通学状況】

生徒： 職員住宅： なし

教員： 学生寮： あり

ｷｬﾊﾟ80人だが寮生90人

＊ﾃﾚﾙｼﾞの分校の生徒は3年生を修了したら、寮に入る。

80

保護者会： 全体＋各ｸﾗｽ

平均通学時間：平均30分～40分、最大通学時間：ﾄﾗｯｸ30～40分、徒歩60分（7-8km）

通学状況：
・20ｋｍ離れた軍用施設からは約60人の生徒がﾄﾗｯｸで通学する（30～40分）
（大雪の日は通学不可能）

【清掃】
・清掃員が共用ｽﾍﾟｰｽと小学生教室を清掃
・中高生は毎日授業後に各教室を清掃
・清掃用具は各教室に配備されている
【施設改修等】役職： 委員長(1)、秘書(1)、会員

80%　（国立＋私立）

設置状況：

選考試験実施 教科 設置学年・ｸﾗｽ数

―

入学制限： ―

25,000～30,000Tg

学費使途： 特別ｸﾗｽ教員の給与
教材･設備

備考： ・成績優秀者、貧困家庭の生徒は学費を一部免除
・1度特別ｸﾗｽに入れば自動的に進級

あり　（2002年設立） 施設ﾒﾝﾃﾅﾝｽの実施状況：

年１～3回＋問題が発生するたび

ﾒﾝﾊﾞｰ： 11名：保護者(1)、教員(4)、生徒(1)、区役所(4）、

職員(1)

学区外通学（理由）： 理由：近くに学校がないから

―

3　体育 1ｸﾗｽ

殆どﾅﾗｲﾊ地区に居住

4

学校運営委員会：

ﾅﾗｲﾊ

2部：第1,2校舎　11:50-15:10 / 第3, 4校舎 11:10-14:40 / 第5校舎　13:00-17:30

3部：第1,2校舎　15:20-19:00 / 第3, 4校舎 15:00-18:30

Goromt　Complex　Schoo

ﾅﾗｲﾊ地区のﾎﾛ（６つ）

1教室当り生徒数： 約40人

規定授業ｺﾏ数をこなせているか？：

第２ﾎﾛMs. ALTANTSETSEG

授業時間： 1部：第1,2校舎　8:00-11:30 / 第3, 4校舎 ８:00-11:40 / 第5校舎　8:00-12:30

施設状況： ・分校（第6校舎）は40ｋｍ離れたﾃﾚﾙｼﾞにある（3年制、生徒40
人）
・第3、第4校舎が小学校校舎、第1､2､5校舎は中高校舎
・第1～第4校舎は3部制、第５校舎は2部制
･もし本計画で校舎が増築されれば、1～8年生の収容希望

平均応募倍率：

2003年度教員増員数：

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの頻度：

1年～10年　各1ｸﾗｽ

1　数学 1年～10年　各1ｸﾗｽ

5

2　外国語



【授業以外の施設利用状況】 【ﾉﾝ･ﾌｫｰﾏﾙ教育】

なし 生徒数： ―

実施主体： ｸﾗｽ数： ―

実施対象：

時間帯：

備考：

【援助履歴】

【周辺地域状況】

周辺校： 幼稚園： 5 未就学児童

【生徒・教員ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ】

その他： ・クラブ活動ができない
・窓ｶﾞﾗｽを割るのは主に外部者。風で割れることもある
・朝のｼﾌﾄの方がいい（理由：空気が爽やか、自由時間が多い）
・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰは10台あるが、使用可能なのは5,6台なので、授業に
使用することは難しい
・図書室がない

・教育省からは5年生以上には１つのｸﾗｽをｸﾞﾙｰﾌﾟに分けて授業
を実施するよう指導されているが、現状では困難
・クラブ活動はできない（3部制になる以前は行っていた）

通学状況： ・自転車を置く場所がないので、自転車通学はできない
・馬で通学する生徒はいない
・周辺に住んでいる生徒は徒歩5-10分、ｹﾞﾙ集落の生徒は徒歩
30-40分かかって通学する
・団地に住んでいる子は基本的に全員幼稚園に行く

治安： ― ・基本的には安全。ただし大雨や大雪の時には授業を早めに終
わらせたり、休校にする必要がある

・１教室あたりの生徒数は39人で特に狭いとは感じない（3年生）
・一階の教室は冬は寒さが厳しく、授業の実施が困難（8年生）
・3部制なので、教室にいたくてもいられない
・あまり寒いと感じたことはない（3年生）

―

3.教員室 ・小さくて狭く、拡張の必要がある（ﾐｰﾃｨﾝｸﾞなどはできない）
・担任の教員は、各教室にモノを保管
・専用の教室がない教科教員は、ﾉｰﾄなどを回収したときはなる
べく早くﾁｪｯｸして返す

・教員用ﾄｲﾚは生徒と共有。共有するのは難しい。
・家が近い教員は、帰って使用することもある
・洋式がいい（ｱｼﾞｱ式は飛び散って汚くなりやすい）

2. ﾄｲﾚ ・待ち時間が長くて利用しにくい
・男女共有
・断水の時は使用しにくい　　・数が足りない
・利用人数が多いので、ｱｼﾞｱ式がいい

公立は軍事地帯に1校あるのみ（私立2校） 約320人（地区全体）

生活状況： ・ﾅﾗｲﾊは６つのﾎﾛに分かれている　　・国営工場が無いので生活ﾚﾍﾞﾙは低
い
・15～16%は団地で残りはｹﾞﾙ集落　　・遊牧民400～500世帯
・失業者多く、昔の炭鉱を各自掘り出して、石炭を売って生活。年間20名ほど
が事故で死亡する。授業後に掘り出しの手伝いをする生徒もいる。
・地面が凍り炭坑がくずれにくいため、簡単に掘り出すことができる10月～2
月の間は生活はよくなるが、それ以外の生活はかなり厳しい
・縫物工場での勤務、自宅での縫い物、自営小売業などで女性が働いて家
計を養うｹ ｽも多い

未就学理由 ・住民票の問題
・病気　　・貧困　　・障害者

男女比は小中学生は男女半々だが、
高校生は女子が7割を占める

保護者・地域住民・企業等のｻﾎﾟｰﾄ： 他ﾄﾞﾅｰ・NGOによる協力：

・区役所から現金を受け取ってはいけないと指導されているの
で、寄付用の口座を設けて使用途も報告する
・地域住民、保護者から物資の援助を受けることがある（書籍、
清掃用具など）

・ADB（2000）：200万Tgの改修
　　（第１校舎及び第４校舎のﾛﾋﾞｰ＆庭）

教員ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ： 実施の有無：

・全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：毎週
・校舎別ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：毎月
・授業後に、人数が少ない時は教室で、多いときはﾎｰﾙで行う

―

―

―

生徒 教員

施設状況：
1. 教室

施設利用料の徴収： ―

人口状況： 区の人口：2万3000人
人口増加中（理由：田舎でも町でもない快適な環
境、空気がきれい、市の中心からも地方からも移

治安： 特に問題なし

なし

地域住民・企業による施設利用の有無：

―



学校名： 地区：

校長： 所属ﾎﾛ：

学区（ﾎﾛ）：

生徒数： 1570 ｷｬﾊﾟｼﾃｨ： ― 設立年度： ―

教員数： 92 職員数： 18 設置学年： 1-10年

校舎数： 1 分校： あり ｸﾗｽ数： 52
教室数： 24
ｼﾌﾄ数： 3部制 いる

【就学状況】

1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 7学年 8学年 9学年 10学年

生徒数 194 211 150 108 151 98 200 182 141 116
ｸﾗｽ/担任数 7 8 5 3 5 3 5 6 5 4
越境通学者 - - - - - - - - - -
退学者数： - - - - - - - - - -
留年者数： - - - - - - - - - -

1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 【新入生の入学年齢】

生徒数： 278 421 1,248 1,416 1,510 6歳 7歳 8歳 9歳以上

ｸﾗｽ数： 13 16 48 51 53 10.3% 79.9% 9.8% 0.0%
教員数： 13 16 75 76 78

準備ｺｰｽ： 【進級・進学状況】

中学進級 100% 高校進級 70%
大学進学

【教員】 有資格 無資格 計

教員数： 92 ｸﾗｽ担任： 52 0 52
女性教員： 82 教科担任： 17 0 17 0

男性教員： 10 その他： 23 0 23 　－

【特別クラス】

設置： あり 1ｸﾗｽ当り生徒数：

選考方法： 回収状況： 30～40％

学費徴収額

【学校運営維持管理】

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：

【通学状況】

生徒： 職員住宅： なし

教員： 学生寮： なし

平均応募倍率：

2003年度教員増員数：

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの頻度：

日、韓、英、中、露

1　数学

5

2　外国語

授業時間： 1部：8:00-12:30 (5-⑤, 6-③,  7-⑤, 8-⑥, 9-⑤, 10-④)

施設状況： ・幼稚園が付属でついているのでComplex School
・専門学校の寮をMongeni校として改修した

ﾊﾞﾔﾝｺﾞﾙ

2部：13:00-17:30 (1-⑦, 2-⑧, 3-⑤, 4-③)
3部：

Mongeni C.S

特別ｸﾗｽのみなので、生徒の居住区には制限なし

1教室当り生徒数： 25人～35人程度

規定授業ｺﾏ数をこなせているか？：

第18ﾎﾛMr.LKHAGVA

学区外通学（理由）： 特別学校であるため、学区の設定がないため、遠距離通学多い

年２回＋年４回

3　芸術

殆どが市内に住み、徒歩かﾊﾞｽで通勤している

4

学校運営委員会： あり　（2002年設立） 施設ﾒﾝﾃﾅﾝｽの実施状況：

―

ﾒﾝﾊﾞｰ： 11名：保護者(1)、教員(1)、生徒（1）、区役所＆市

役所(7）、指導(1)

学費使途： 特別ｸﾗｽ教員の給与

備考： ・全ての生徒は特別ｸﾗｽに属している
・義務教育のｶﾘｷｭﾗﾑ＋特別ｶﾘｷｭﾗﾑ

一年間

入学制限： ・入学試験あり（今年は約100名の入学を断った）

40,000Tg

80％（奨学金を進学する生徒が多い）

設置状況：

選考試験実施 教科 設置学年・ｸﾗｽ数

保護者会： 全体＋各ｸﾗｽ

最大通学時間：ﾊﾞｽ３０～４０分

通学状況： 生徒の70％はﾊﾞﾔﾝｺﾞﾙ区

【清掃】
・清掃員4名が共用ｽﾍﾟｰｽを清掃+庭の清掃係
・教室清掃は生徒が毎日各実施
・教室の清掃用具は、ほうき等は生徒の持ち寄り（その他の洗剤などは学校
の予算で賄う）
【施設改修等】
・

役職： 委員長(1)、秘書(1)、会員



【授業以外の施設利用状況】 【ﾉﾝ･ﾌｫｰﾏﾙ教育】

なし 生徒数： ―

実施主体： ｸﾗｽ数： ー

実施対象：

時間帯：

備考：

【援助履歴】

【周辺地域状況】

周辺校： 幼稚園： 付属あり 未就学児童

【生徒・教員ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ】

地域住民・企業による施設利用の有無：

―

生徒 教員

施設状況：
1. 教室

施設利用料の徴収： ―

人口状況： ― 治安： ―

なし

教員ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ： 実施の有無：

― ―

―

―

保護者・地域住民・企業等のｻﾎﾟｰﾄ： 他ﾄﾞﾅｰ・NGOによる協力：

・卒業生からの援助あり ・国連：ﾃｰﾌﾞﾙ・椅子（200）

― ―

生活状況： ･第18ﾎﾛ 未就学理由 ―

･一番大きなｸﾗｽで41人
・殆どの教室のｻｲｽﾞは狭く、窓2つだけ

3.教員室

2. ﾄｲﾚ ・汚い　　　・休憩時間に殆ど間に合わない

その他： ・学校の通常授業の他にも塾として日本センターで日本語を学
んでいる（日本語の特別ｸﾗｽの生徒）
・体育は暖かいうちは屋外でやるが、寒くなると教室で体操や講
義のみ
・体育はｶﾘｷｭﾗﾑ通りに実施することはできない

・幼稚園は別校舎で12クラス(9:00-17:00)、無料、生徒数：360人
・もし本計画で増築されれば、1部制にしてもっと積極的にｸﾗﾌﾞ
活動を行いたい
・体育館がない

通学状況： ・学校の選択理由：家から近い、日本語の特別ｸﾗｽがある、親が
日本に関係の深い仕事をしている、親が決めた
・付属の幼稚園からMongeni校へそのままあがる人と、他の幼稚
園を修了してからMongeni校へ来る生徒がいる

治安：



学校名： 地区：

校長： 所属ﾎﾛ：

学区（ﾎﾛ）：

(　）内は第７校舎のみの数字をあらわす

生徒数： 10700 ｷｬﾊﾟｼﾃｨ： ― 設立年度： ―

教員数： 385(30） 職員数： (10） 設置学年： 1-10年(1-4年）

校舎数： 7 分校： なし ｸﾗｽ数： 300(24)
教室数： 150
ｼﾌﾄ数： 2部制 いる

【就学状況】 (　）内は第７校舎のみの数字をあらわす

1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 7学年 8学年 9学年 10学年

生徒数 997(200) 1141(189) 1055(260) 1123(271) 1247 1247 1164 1143 842 827
ｸﾗｽ/担任数 30(8) 33(5) 28(6) 30(5) 32 33 32 31 26 25
越境通学者 76(37) 59(48) 93(73) 87(82) 119 113 98 105 55 63
退学者数： - - - - - - - - - -
留年者数： 3 - 1 - 10 13 5 - - -

1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 【新入生の入学年齢　（第７校舎）】

生徒数： 7278(650) 8163(730) 9015(1017) 10400(920) 10600(900) 6歳 7歳 8歳 9歳以上

ｸﾗｽ数： 265(16) 289(19) 278(24) 280(24) 295(24) 6.0% 19.0% 74.0% 1.0%
教員数： 334(19) 338(19) 363(30) 378(30) 380(32)

準備ｺｰｽ： 【進級・進学状況】

中学進級 100% 高校進級 79%
大学進学

【教員 (第７校舎）】 有資格 無資格 計

教員数： 385 (30) ｸﾗｽ担任： 300 (24) 0 300(24)
女性教員： (28) 教科担任： 85(6) 0 85(6) 2人

男性教員： (2) その他： 0 0 0 ―

【特別クラス】

設置： あり 1ｸﾗｽ当り生徒数： 35～40人

選考方法： 回収状況： 約100%

学費徴収額

【学校運営維持管理】

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：

【通学状況】

生徒： 職員住宅： なし

教員： 学生寮： なし

保護者会： 各校舎＋各ｸﾗｽ

徒歩通学が殆ど

通学状況： 居住ﾎﾛによって通う校舎は決まる（第７校舎は第15ﾎﾛの50%）

【清掃】
・第７校舎に関しては、清掃員が全て清掃
・他の校舎の教室掃除は、中高生以上は生徒が各自の教室を掃除する
【施設改修等】
・役職： 委員長(1)、秘書(1)、会員

85-90%　（内7割が国立大）

設置状況　（第７校舎)：

選考試験実施 教科 設置学年・ｸﾗｽ数

あり

入学制限： ・所属ﾎﾛでも未登録の子どもはﾎﾛ長からのﾚﾀｰがない限り断る
・所属ﾎﾛの子どもを優先する

無料(小）、20,000～30,000Tg(中高）

学費使途： 特別ｸﾗｽ教員の給与（20%）
教材

備考：

あり　(2001年設立） 施設ﾒﾝﾃﾅﾝｽの実施状況：

年２，３回

ﾒﾝﾊﾞｰ： 11名：保護者(1)、教員(1)、区役所&市役所＆教育

省(6）、教頭(1)、経理(1)、卒業生(1)

学区外通学（理由）： 多い（特別ｸﾗｽ、バス停が近いなど）

―

3　ロシア語

1,3,4年に各2ｸﾗｽ、2年に1ｸﾗｽ

1年生に1ｸﾗｽ（4年に一度の募集）

教員の70％が近隣から通学

4　英語

学校運営委員会：

ｿﾝｷﾞﾉﾊｲﾙﾊﾝ

2部：12:30-16:30 (2-④, 1-⑧)
3部：

Iredui Complex School

第12～17ﾎﾛ　＋北の軍事基地＋ｹﾞﾙ集落＋ﾅﾗﾝﾀﾞﾑ保養所

1教室当り生徒数： 35～40人

規定授業ｺﾏ数をこなせているか？：

Mr. Dash-Ochir

授業時間：
（第7校舎）

1部：8:00-11:30 (3-⑥, 4-⑤,  2-①)

施設状況： ・97年に現在のような複合学校になる
・７つの校舎のうち、小学校校舎は第４、第６、第７校舎
・第7校舎は幼稚園校舎を利用。本計画で施設が増築されれ
ば、第7校舎を幼稚園校舎に戻す。

平均応募倍率：

2003年度教員増員数：

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの頻度：

1年生に1ｸﾗｽ（4年に一度の募集）

1　数学 1～3年　各2ｸﾗｽ、　4年　1ｸﾗｽ

5

2　美術



【授業以外の施設利用状況】 【ﾉﾝ･ﾌｫｰﾏﾙ教育】

あり 生徒数： ―-

実施主体： ｸﾗｽ数： ―-
実施対象：

時間帯：

備考：

【援助履歴】

【周辺地域状況】

周辺校： 幼稚園： 未就学児童

【生徒・教員ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ】

その他： ・幼稚園用会議ﾎｰﾙで体育の授業を実施
・廊下が狭いので、特に冬に厚着をしている時は通りにくい
・休憩したり遊んだりするところがないので、いつも教室にいる

・廊下は狭く、教員がすれ違うのは難しい
・ｹﾞﾙ通学の子どもの方が遠距離通学だが、朝早く起きて学校に
来るので遅刻は少ない。朝食を食べないで来る子どもが多い。
・子どもいつも教室の中にいるので、他のｸﾗｽの子どもや他の教
員の顔を知らない

通学状況： ・平均通学時間：徒歩10～15分
・越境通学の理由：他の学校は6歳児入学を受け入れてくれな
かった、ﾊﾞｽで30分かかるがバス停に自宅が近いから

治安： ・ﾏﾝﾎｰﾙ･ﾁﾙﾄﾞﾚﾝに襲われたｸﾗｽﾒｰﾄがいる
・ｹﾞﾙ集落は暗いので、保護者が迎えに来ることが多い

・治安に問題があるので、1年生は保護者に迎えにきてもらっ
て、直接子どもを引き渡す。
家が近い子どもは教員が送ることもある

・3人掛け
・換気が悪く、息苦しく感じることがある
・ﾌｯｸが足りないので、ｺｰﾄは重ねてかけるか床に置く

・光は左側からさすべきなのに、右側からさす教室があり、子ど
もの視力に悪影響を与えている
・天井が低いので空気が汚れるのが早い
・蛍光灯ではなく、電球なので卒業までに視力が落ちる子どもが
いる

3.教員室 ・教員室はなし
・ﾉｰﾄﾁｪｯｸなどの作業は自宅で行う

･ﾄｲﾚは教室に付属してるので、匂いが広がりやすい
・使用を恥ずかしがる子どもがいる
・教員用ﾄｲﾚはないので、生徒と共有
・伝染病を予防するためにｱｼﾞｱ式のﾄｲﾚがいい

2. ﾄｲﾚ ･各教室に付属ﾄｲﾚあり（便座２つ）
・匂いが教室に届くのが嫌
・男女共有
・座れるから洋式トイレがいい

12番校（３ｋｍ） ほとんどいない

生活状況： 12番ﾎﾛ～17番ﾎﾛ---団地＋ｹﾞﾙ集落
・団地は電気、お湯、水道などのインフラが整ってるが、ｹﾞﾙはインフラが未整
備のところもあり生活が厳しい
・ｹﾞﾙ集落は地方からの流入者で定年者、失業者多い
・学区である北の軍事地区も居住地（一戸建て）としての整備が進められてい
る→140世帯中80世帯が移動済
・第15ﾎﾛは350世帯用ｱﾊﾟｰﾄが３つできる計画がある

未就学理由 ―

保護者・地域住民・企業等のｻﾎﾟｰﾄ： 他ﾄﾞﾅｰ・NGOによる協力：

・活動をサポートする企業が校舎別にあり：ｽｶﾗｼｯﾌﾟなど
（第７校舎には2社）
・裕福な保護者による援助（保健室、植樹など）
・保護者による植樹などの労働提供
・その他現金の寄付は少ないが、展覧会の場所の提供などの
支援がある

・UNICEF：第５校舎に対して黒板、ﾃｰﾌﾞﾙ、カメラ、TVの供与
・ADB（'97～'02)：包括的支援
　　教材、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰの調達、机の調達
　　屋根の改修、配管修理、教員訓練など
　　第７校舎に対しては屋根、配管の改修（200万Tｇ）

教員ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ(校舎を超えたﾐｰﾃｨﾝｸﾞ）： 実施の有無：

・全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：2週間に1度、普通教室で授業の後実施
・学科別ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：他校舎で実施

モンゴルのNGO

―

第４校舎でのみ実施

生徒（第７校舎） 教員

施設状況：
1. 教室

施設利用料の徴収： ―

人口状況： ・都市計画でｹﾞﾙ集落に幹線道路を建設する予定
があるので、さらなる流入が予想される
・新しいモスクワ団地（団地内に学校が建設されな
ければ、Iredui校に収容することに）

治安： 問題あり

・会議ﾎｰﾙ、体育館などの使用
（但し7番校舎では無し）

地域住民・企業による施設利用の有無：

―
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